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MSZ-006 [ 機体特徴 ] 

RX-l 78ガンダム Mk- IIから可変機構に不可欠なムーバ 
ブルフレームの技術を手に入れたエゥーゴは、11置で堅 
牢なガンタリゥム Y を用い次世代の超畐性能 MS を完成さ 
せるべく 「Z ブ□ジェクト」を立案、実行した。 


Z ガンダムは、複数のミッションに対応できるフレキシ 
ビリティと高い戦 S3 能力を持ち、この時代を代表するモ 
ビルスーツとなつた。 




WAVE RIDER [ 機体特徴 ] 

大気圈突入用のオプションとしてフライング 
アーマーを開発したエゥーゴは、すでに開発 
されていた試作機 MSZ-006X 型をベースと 
して、ウェイブライダーへの変形機構を持つ 
Z ガンダムを完成させた。 
z ガンダムは、宇宙空間から m 力下までの連 
続運周を可能とする破格の汎闬性を持つ機 
体である。 S も大きな特徴は、「標 
準兵装のまま单体で大気囿突入 
が可能」ということであり、 

さらに、大気! S3 内での翻 j 胃^ 

も可能としている。 


通常の MS は、熱園におい ^ 

ては行動を極端に制限され 
るが、 Z ガンダムは、その — 

領域においてさえ戦 C3 能力を有するのである。 

ウェイブライダーは、単に大気囿への突入を可能とす 
るのみならず、宇宙戦阴機クラスの空間戦阴能力と加 
速性を併せ持っている。なぜなら、変形す 
ることで機体各所に分散配匿された各部パ 
ー ニア スラスターが機体後方に集中し、そ ^ 

の全出力を加速のためだけに向けられる ^ 
からである。 


ウェイブライダーは S 本的に大気圈突入のための 
「滑空」を可能とするものだが、 Z ガンダムにおいては、 ^ 
「飛行」も可能としている。変形により空力特性が向上す 1 
^ るため萵速移動の際には確かに有効だが、機体に充分な M 
I 面播がある訳ではなく、フライングアーマーと掏部のイ 

ンテークから大気を取り込む熱核ジェット、ブロべ 
ラントの燃煩を含む強力な推進力によって「飛翔」 
しているに過ぎない0 
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MSZ-006 Zeta Gundam 


RX-178 Gundam Mk-ll Product by TITANS 


MSN-00100 HYAKU-SHIK1 Product by A.E. 


U . C .0080 年代中 
期。当初、ジオン公 
国軍の残党狩りを主 
な目的として設立さ 
れた「ティターンズっ」 
は、運邦軍における 
エリート集回を標榜 
し、スペースノイド 
弾圧の傾向を強めて 
いた。それは逆に連 
邦政府に対する反発 
を生み、反地球連邦 
政府組織「エウーゴ-2」 
の活動を活発化させ 
ることとなった。そ 
して 「30バン チ事件 
•3」を契機として、達 
邦軍内部にもエウー 
ゴに55同する協力者 
が増え、かねてより 
のスポンサーで®っ 
た「月企業連合体-4」 
は、巨25を投じてエ 
ウーゴの兵器調達を 
支援した。さらに、 
当時 MS 開発におけ 
る最大手であった 
「アナハイム • エレク 
卜□ニクス *5 (以下、 
AE )」 の協力を取り 
つけたエウーゴは、 

U . C . 〇〇 87 年 3 月 2 
日、ティターンズの 
試作 MS (モビルス 
—ツ） 3 機を強蓀し、 
事実上の宣戦布告と 
した。一年戦争以後、 
最大規模の戦閱にま 
で発展する「グリプ 
ス戦争で」の戦端はこ 
ぅ して開かれたので 
ある 0 

一年戦争以来、「デ 
ラーズ紛争_7」などを 
経て潜在的に進化を 
続けていた M S は、 
この時点を境に爆発 
的進化を遂げた。その中でも、特に Z ガンダムは、複数のミ 
ッシヨンに対応できるフレキシビリティと高い戦關能力を持 
5、この時期を代表する高性能 MS となった。 

エウーゴは、画期的な新素材で©る「ガンダリウ厶 y (ガ 
ンマ）」の技術侯与を伴う31取引によって A E の協力を取り 


資料2 


MSA-005 Metas Product by A.E. 


付けた。そして、ガンダリウム y を採用し 
た RMS(MS A )-099 リック•ディアス 
を完成させると同時に、さらなる次担代の 
超高性能 MS を開発すべく 、 「Z (ゼータ） 
プロジェクトで」を立案、実行した。 

この計画は、主力となる S 産型 MS の開 
癸や調遅とは別に、エウーゴという絹織の 
フラッグシップとなる高性能 MS の開発を 
目標とするものだった。当時の “ MS の高 
性能化”とはすなわろ、投入可能領域の拡 
大や火力の強化で®り、総じて M 万能化” 
あるいは“先鋭化"を志向するものだった。 
そう言った怠味で特定の機能を突出させ、 
あるいは複数のミッションに達読的に投入 
可能な 「 TMS -9」 は、エウーゴにとって 
是が非でも手に入れなければならないちの 
だったのである。 

単侈で複数のアピリティを持つ機体の戦 
珞的、戦術的な価値は計り知れない。実際、 
違邦蛋やティターンズが配備を進めていた 
TMS は、エウーゴの戦珞にとって、大きな 
障害となっており、彼我の抜本的な戦力差 
は歴然としていたので®る。差し当たって 
エウーゴは、空間戦闘と重力下において違 
続的に投入可能な M S 開発を推進していた。 

Z プロジェクトが展開されていた時期、 
百式、メタスなどの機体を開発していたエ 
ウーゴは、ティターンズから RX -178 ガン 
ダム Mk - n を強蜇し、この機体からムーバ 
ブル • フレームの技術を手に入れ、可変 M 
S の開発と51産型 M S の基本性能の底上げ 
を促進させた。続いて MS の大気圏突入用 
のオプションとして「フライングアーマー 
•10」を開発し、実戦に投入した。そして、 
ジャブ□一攻珞戦の後、すでに開発されて 
いた試作機 M S Z -006 X 型をベースとし 
て、ウェイブライダーへの変形機能を持つ 
Z ガンダムを完成させたのである。 

この機体は、 S 本的に苒突入装備を MS 
に附帯させるという構想に基づいていたが、 
双方の機能は根本的に相容れないものであ 
り、ウェイブライダーへの“変形”は、フ 
ライングアーマーの慣性モーメントの大き 
さから雞葫を極めていた。 MS 単体として 
の機能は、 X 型においてほぼ達成されてい 
たちのの、大気圏突入形態への変形過程に 
おいて重大な欠陥を抱えていたのである。 
ところがこの重大な問題は、©る局面を迎 
えることで一挙に解決することとなった。 
その転機においてキーポイントとなったの 
が、ガンダム Mk - n 強葬の当事者のひとり 
であつた少年の存在だつた。 



•1 テイターンズ 

宇50083年12月4日 
に設立された、公国 HI の残党符 
りを主任務とする特務部隊。 
沒立を提唱したのは、連邦31の 
財務担当 S 言であつ厂こジセ S 
トフ • ハイマン浩将。汔指揮 
宫はスペースノイド漭斥の急 
先§1で5るパスク • オム大佐。 


•2 エゥーゴ 

A.E.U.G. = Anti Earth United 
Goverment = 反地球達？ 5 政府廷 
适のこと。かつての公国31残 
党や、宇=移民者の框利獲枳 
を目標とするする勢力と、コロ 
ニーや月面都市の改財界の有 
志を SI 3 に持つ。ティターン 
ズに対抗するため、ブレック 
ス • フォーラ;隹将によって拒 
S された。（ちなみに下. U . G _ 
は迪球违邦改府の正式名称で 
はなく、5る種のコードネー 
ムで5ると5われている）。 


•3 30パンチ事件 

ティターンズが行ったスぺ 
ースノイド弾圧®件。宇§世 
•纪〇085年7月31日。サイド 
1の30バンチで開催された反 
地球連邦改府運動の免会に伴 
ってデモやサボタージュが散 
癸した。駐留冚に e 锭領匠の 
要 m を受け r こティターンズは、 
一 切の SS 1 &通知石なく、コ 
□ニーに毐ガスを注入し、3〇 
パンチの币民300万人すベて 
を皆殺しにした。 


•4 月企業連合体 

主に月面の恒久 S 3 市などに 
ぬ点を持つ企業による迚球 S 
B 指の経済回体。改財界に対 
して大きな癸言力を持ち、速 
邦3?莳に对して B 活癸な□ビ 
ィ活動などを展開している。 
ェウーゴのメインスポンサー 
で S ある。 


•5 アナ八イム•エレクト□ニクス 

いわゆる宇§厓菜の5ら © 
る分野に進出している巨大企 
菜で、戦後、ジオニック社の 
吸収合供をはじめとする構造 
改虽によって、 一 SMS ® •笑 
のトップに君臣する。遲邦31 
を S 大の.©客としながら、テ 
イターンズにそ)ェウーゴに B 
武器を供給していた。 

$社は月の®冕の恒久月面幻 
币グラナダの郊外にある。 
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MSZ-006 Proto Type image 


空間から重力下へ違続的に投入可能な M S ” 
の開発が推進されたこと目彳本、この着想によ 
るところが大きいとも言われている。この機 


S 料5 


エウーゴが RX -178 ガンダム Mk-n を強奪する際、 
■然その場に居合わせた少年カミーユ • ビダンは、成 
り行きでガンダム Mk-n に秉り込み、紆余®折を経て、 
そのままエウーゴに参画 T ることとなった e そして、 
進行中の Z プ□ジェクトに対しても、重要な提案をも 
たらしたので®る。 

当初構想に5ったエヮーゴのフラッグシップ M S は、 
阜純に言えば、 MS 形態時には背部にフライングアー 
マーを装 m し、大気圏突入時には前面に回り込ませる 
という発想のちのであった。それは基本的に肩部のヒ 
ンジを5点としたスライドレールを介し、 一 偉構造の 
フライングアーマーを頭越しに前面に回り込示せ、シ 
_ルドと祖み合わせるという機構が探周されていた。 

実際、ウェイブライダーとしての堅罕さを保つため 
には、その手法以外にないと考えられていたし、双方 
の形態において最選なフライングアーマーの設 ES ポジ 
シヨンはそれ以外にはなかったので®る。ただし、だ 
からこそ、この“変形”は困難で®った。 

MS の鞀体、に匹敵する質屋を持つフライングアーマー 
を、全長を上回るスパンで移動させるなど、事実上ナ 
ンセンスなことだったのである。=論、宇 e 空間は羔 
重 e で s るから、変形そのものは不可能ではなかった 
だろうが、移動中で S れば機体のべクトルの修正に佘 
分なプ□ペラントを消 s してしまうし、重力下、まして 
や大気内での変形は大きな抵抗を発生させ、機侈を損 
傷してしまったことだろう。 

ところがカミーユは、このフライングアーマーを左 
右に分割し、 MS の“段の下”を経由させることで、 
その変形を半分以下の可動部品とスパン及び時間で可 
能としたのである。また、機彳本の構造そのちのに柔軟 
性をもたせることで、それぞれの機動装備を四肢以外 
の AMBAC デバイスとして援周するという手法も機 
体、に盛り込み、背部に固定されていたバーニアスタビ 
ライザーも能動的に可動させることによって、 MS 形 
態時にも機侈の機動•性を向上させる有効なユニットと 
して機能させることに成功したので®る。 

実際、ェウーゴと A E の開発チームによって•■宇 g 


体の発想を現実化させ “ Z ガンダム”として完成させた 
のは、事実上、たった一人の少年による、何げないコン 
セプトの提示だったのである。羔論、カミーユ自身が有 
望なパイ□ットであり、また、未熟ながらもエンジニア 
としての見識を持っていなければ、その発想には説得力 
が伴わず、実現などおぼつかなかっただろう。カミーユ 
の提案は 、 A E を始めとする技術者に対する桃戦で®り、 
また挑発でも®ったとも言える。 

如えて、この機体にとって幸運だったのは、 ** Z ガンダ 
ム”の開発に必要な技術のほぼすべてが、この時点まで 
に1稻されていたことで®る。軽 M で堅罕なガンダリウ 
ムハ可変劈構に不可欠なムーバブル•フレーム。そし 
て、それを可能とする資金力や政治的な要請。さらに、 
時流的な凰溺と技衙的な環境などで®る。 ** Z ガンダム” 
は、これらが整った上で開発されたからこそ、圧倒的に 
高性能でありながら、非常に短期間で完成できたので S 
る 0 


•6 グリブス戦争 

テイターンズとエウーゴに 
よって展開され r こ大規模な戦 
§3伏況を指可。革实上、連邦 
m の31閥同士による内戦で5 
ったとされる。テイターンズ 
のぬ点で5るグリブスのコロ 
ニーレーザーを めぐる戥鞀で 
決 2し 厂こ厂 こめこう 异 ばれる。 
字 s 担纪〇087年?刀頭から始 
袤つたこの戦いは、0088年 
中袋まで規いた。 


•フデラーズ紛争 

宇 a 世杞〇 083 年に公国 IH 
残党の エギーユ • デラー ズ率 
いる テラー ズ • フリー トが引 
き起こした玢争のこと。 デラ 
ーズが展開する 「 m の罔作敦」 
により、連邦31は多大な損至- 
を 技った。 5る意:天で戦後体 
勢を決定づけた率俘。 


•8 Z ブ□ジェクト 

エっ ーゴの依頼を受け厂こア 
ナ八イム • エレクト □ニ クス 
の MS 開発ブロジェクト。 

このプロジェクトは、 g 袼的 
に MSZ - 0 0 6 Z ガンダム、 
« V 1 S Z - 010 ZZ ガンダム 
などといった儀作機に; S 実 T 
るが、その週程でち数多くの 
試作 MS を生み出している。 


•9 TMS 

TMS(Transformable Mobile Suit) 

劈体彤状を妥彤させることで、 
戥明の局面に応じ厂こ髟態を取 
ることができるようにデザイ 
ンされ厂こ可変 MS のこと。鬲 
速戥明民の MA 彤態と、白兵 
戥罔の M S 彤態を取ることが 
多い。まれに、 Z ガンダムの 
ように、(廒 s には大 
気圈突入罔ウェイブライダー) 
などのような特殊な彤? g をと 
る B の S ある。 


•10 フライング アーマー 

Z プ□ジエクトに基づいて 
開癸されてい r こ ms 3の大気 
囝突入装(箱。 m 力下では ms 
の補动飛行システムとして3； 
周できる。ガンダム Mk - n に 
よる運岳が前提で5つたため、 
W 罔シールドが収免できる。 







































MSZ-006 Zeta Gundam 







かくして Z ガンダムは、宇茧空間から重力下までの 
「運読運周 Ml 」 を可能とする S 格の汎周性を持つ機依 
として完成した。最も入きな特徴は、言うまでもなく 
「標準兵装のまま阜彳本で大気圏突入が可能」というこ 
とで、さらに、突入中の機動さえ可能としている。通 
常の M S は、熱圈においては行動を楂■に制限される 
が、 Z ガンダムは、その領域においてさえ戦闘能力を 
有するので®る。 

Z ガンダムは、それまでに一段化していた MS の段 
念を覆すような基本構造をもっている。この時期は、 
連邦軍が铵目に開発した技銜と公国軍が開癸した技倚 
の融合が稻楂的に計られた蒔期であり、それによって 
MS の関連技街は飛躍的な発展を遂げた。そんな中で、 
「ムーバブル•フレーム”2」に代表される MS の基本 
構造の抜本的な変革は、 MS というものを非常にフレ 
キシブルなシステムにまで段念化したので®る。 

ムーバブル • フレームは、[\/13の稼働構造を§陧ま 
で阜純化し、稼®そのものに必要とされる構造をコン 
パクトにまとめ©げた。このことは機体各部のブロッ 
ク化を可能とし、メインテナンスや機体の改善におい 
て画期的な省力化を実現した。極銬に言えば、この蒔 
期の MS ならば、このフレームのみで稼霞することも 
不可能ではない。そして、それにブ□ペラントや武装 
を内装し、装甲を据えつけるのである。つ豕り、この 
時期の MS は、ムーバブル•フレームという骨格に、 
燃料や武装を筋肉として、装甲を反满としてまとって 
いると言うことができる。この構造が採周された RX - 
178ガンダム Mk — n は、いわば MS の理想の一側面 

で®る「擬人化」を、ほぼ完璧な形で実現しているの 
で®る。 

このフレームは、構造的にヒンジとしての機能とア 
クチユエ ー ターとしての機能を倍せ持っている。つま 
り、「関節」としての機能を阜铵で実現できるため、 
機佟構造そのものを変更する場合においてもデッドス 
ペースが焦くなるのである。しかち各関節は実罔上必 
要な機能を全て内装でき、一年戦争末期に連邦冨が開 
発した「マグネットコーティング*13」技銜が援罔され 
ているため、変彤稼働においても支障が生じない胯間 
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写興1:拥部ムーバブルフレーム 


内で、蒺蒔に変形することができる。 

また、 Z ガンダムに採 罔されている ガンダリウム/は、 
ガンダムに採 周され た 「ルナ チタニウム Md 」 を元に開癸 
された 素材で、更なる軽 iii 化と高 S 性の獲得を実現した。 

この素材の採罔がなければ、 Z ガンダムは機体、各部の 
目重によって機動性や運動性を損ない、変形に要する蒔 
間ち短縮できず、実用兵器としては完成できなかっただ 
ろろ。 

Z ガンダムに求められていた機能は、常識的に見れば 
相反する測面を持っている。しかし、圧倒的な軽 m 化と 
ムーバブル • フレームの持つフレキシビリテイを最大限 
に活罔し“変彤”することによって、 Z ガンダムは本来 
MS が招容れない側面を併せ持つことを可能としたので 
S る。 

MS とウェイブライダーは、基本的な構造が全く異な 
るばかりでなく、全く違う技ほが必要とされる。しかし、 
だからこそ双方の特性を同時に実現することによって Z 
ガンダムは戦珞的な意味を持つとち言える。 

これは、この機体の兵器ユニットとしての性格を任意 
に変更できることを意味、し、それまでの戦^においては 
有り得ないことだった。ちっとも銬的な例を挙げれば、 
Z ガンダムは地球上において、自らの MS としての“機 
動力”と_戦闘能力”を、目力で戦樣に“空 1 T できる 
のである。これは、既存の TMS 以外には不可能だったこ 
とで®る。一年戦争における「ガンダム」の汎周性が、 
それ以降の MS の指標とされたことは想像に堅くないが、 
それを最もドラステイックな形で実現したのがこの機体 
だったということができるだろう。 

U . C .008 ◦年代以降の MS は、戰閱能力の拡充が重視 
され、ビーム兵器やジェネレーターの大出力化、それら 
を稼働させるためのプ□ペラント増如と内装兵器の複合 
化に伴う機体の大型化が一段的な頜向となっていた。つ 
まりこの時期、 「 MS 」 というシステム全侈が複雑化して 
いつた 
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*11 運短運用 

MS は：^采宇§罔の兵 II で 
5り、地上で使闰するために 
は改装や K 空が必要だった。 
一年戦争詩後翔には、ど3ら 
の環境でら S 尾できる劈ほ B 
生 M されたが、それで 
限の E 52 は必要とされていた。 
どちらで B 完 S に劈能し、そ 
の上ノンオプシヨンで大気 E 
突入まで可能な劈铉は、忠実 
上 Z ガンダムが初めてだった。 


*12 ムーパ ブルフ レーム 

MS の礪造に関する、 U . 
C . 0080年代の新技3。可動 
式骨格とち呼ばれ、 | g 動系を 
マウントした内骨格嗝遺をべ 
ースにして、その上を装甲行 
で!！つていくことで V 1 S を锅 
成するというちので5る。こ 
の技。の雍立によって、この 
誇代全盛をむかえる可 SM S 
の製作が可能となった。 


*13 マグネツト コーテ ィング 

連？ 3 ni の技3 士官モスク•八 
ンが考某した劈55兵 H 罔のレス 
ポンス向上 S 行。贤钵の追従性 
に不泻を®じるアム□の要望に 
よってガンダムに汚された。 

フィールド モーターの劈 能向 
上とともに、刳 S 系テバイスの 
改®によって役钵各 S の 即応1 生 
を E める G 理だと S われている 
が、実は思考コント□ール装豐 
で5るサイコミュ の® 易型では 
ないかという説る。 


*14 ルナチタニウム 

月面で発見された特殊金: T :。 
軽更かつ強靭で、 MS の装苧 
材や核ぢ合炉の无材に使われ 
た。後に、この金茂はガンダ 
リウムと[手ばれるようになり、 
よりすぐれ厂こ特性を持つ合金 
がつくられるようになつた。 
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写真 3 


これは、 MS のスペックの還剰なインフレ ー ショ 
ンを招き、また、 MS 拳体の開発巧の高騰を招いた。 
そして、 MS の2産撥と試作機、高級機といった 
「階 IS 構造っ5」を決定的なものとし、実効的な戦力 
の拡充よりも、フラッグシップ機の開発の偏重とい 
ぅ 、非常に傷った設計コンセプトの茲延にも結びつ 
いていった。 

Z ガンダムは、その傾向を助長する端緒に®る機 
体では®ったが、機体の軽 ffi 化とジヱネレーターの 
大出力化によって抱妙にバランスしているため、む 
しろパワーウヱイトレシオが重視された U . 
C .01 00年代以降の MS に近く、「系列機-16」の優 
秀さも相まって高く評価されている。そしてこの時 
期以降、いわゆる Z 系のパイ□ットは 「 Z 乗り」と 
も呼ばれ、エースパイ□ットの代名詞ともなってい 
たので®る。その; f : 味でち、この機体の先見性や湿 
秀さは破格のもので®り、 MS の進化を先取りして 
いた機体で®ると言うことができるだろう。 

この機体のボディユニットには機体の変形機構の 
ほとんどが集中しており、独目のフレーム構造を持 
っている。この構造は堅牢で自由度が高い上、コピ 
一が容易なため、後の MS にも多く採用されること 
になる。このボディブロックは、構造的に各四肢モ 
ジュールのポジショニングのためだけのブロックに 
見えるが、実際にはコクピットブロックを始め、コ 
ンデンサーやバーニア、プ□ペラントが高密度に分 
散配 E 1 されており、各ユニットはそれぞれのモード 
でも有機的に機能している。 

また、この機体の頭部形状は独特のシルエットを 
持っており、0090年代に至るまで多くのバリエ ー 
ションや系列機を閗出している。ほぼ直系の Z ブラ 
スや吾設計機の R 型な どの 頭部は、オリジナルであ 


る “ Z ガンダム”に準じたデザインが施 
されている事が多く、それらの機体の頭 
部は、俗にゼータタイプとも呼ばれてい 
る。 

形状は似たように見える Z 系の襪你頭部だが、実際 
のスペックは開発梃点によって大きく異なっている。 

Z プ□ジェクト当初の X ナンバーのプロトタイプ 
は、どちらかといえば、同時期に開発されていた百 
式に近いか、©るいは、それ苤でにアナ八イムが開 
発した機体に似たものだった。それが、ウェイブラ 
イダーへの変形機構案がね入された時点で、現在の 
ようなエクステリアとアビオニクスを獲得したので 
ある。この構造は “ MS ” そのものの S 本構造を変 
革したと言えるほどのもので©った。 

通常の MS の主動力炉はボディに設けられている 
場合が多いが、 Z ガンダムのメインジェネレーター 
は脚部にされている。これは、変形機構の大部 
分がボディに集中していることが主な理由だが、実 
際には、ボディユニットには各部位との統合制御ユ 
ニットやリンケージシステム、大気内稼働に必要な 
空冷構造、バーニアスラ スター や コ • ジェネレータ 
一などが内装されているほか、ヮェイブライダー時の動 
力伝達ルート変更のための構造物や部品などち高密度に 
実装されている。それらは、機体の“19み”として内装 
されており、各モードにおいてはフェイルセイフを司る 
ユニットとしても機能するようになっている。搿論、四 
肢の可動範囡や変形機構のクリアランスに支障を釆さな 
いように構成されていることは言うまでもない。 

脚部に内装されるメインジェネレーターは、大気圈内 
外で稼働可能な「熱核ジェット/□ケット*17」を兼ねた 
もので、タイプとしては RX — 78ガンダムのコア•フ 
ァイターが装備していたものの発展型である。 

言うまでもなく、当時の ユニッ トとは比較にならない 
ほどの機能向上を達成しており、その出力は破格のもの 
であった。 Z ガンダムが、機钵そのものの非常な軽 m 化 
を達成しているとはいえ、その出力は絶大であった。例 
えば、 MS 形態で片脚を喪失したとしても、ウェイブラ 
イダー形態であれば、車機で機体そのものを“飛行”さ 
せることが可能であると言われている。実際に Z ガンダ 
ムは、もう1機の MS を伴って大気圏に突入し、その後、 
さながら 「S F S _ i 8」 のように、別の機体を B 送した上、 
“空中戦”を展開することさえ可能だったのである。 

晓部はウェイブライダー形態時に機体内部に収納され 
るため、それに必要な部位の変形機構やクリアランス確 
保のための構造を持っている。 

ただし、 MS としての基本構造はほぼ完璧に備えてい 
るため、稼働に支障が出ることはない。また、 MS 形態 
時に装備される武装やオプシヨンなども複数が懸案とな 
っており、時期によって多様な ユニッ トが提案された。 
ただし、この機体は変形用のシールドが S 本装傷で®る 
ため、結局は採用が見送られたものち多かったと言われ 
ている。 
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*15 階®檇造 

を前提とした，準的な 
性能の機体と、超 S 性能との 
差別化が栢 S 的に計られるこ 
と。■体の性能やパイ□ツト 
の技能に応じて®体生産を K ! 
纪し、それぞれに S 3 の31罔 
法を S 罔するという戥5でち 
000 


*16 系列機 • 

特定の劈体をブロトタイプ 
とする钱体群のこと。いわ® 
る足歴裂は、生溼性を$元す 
るためデチューンされる玛合 
が多いが、そろいった改装や 
投入領域の S 更が、まれに S 
秀な秸男を残すことも5る。 
Z プラスが好倒 2 


*17 熱核ジェット/□ケット 

5ノフスキー型の核駐合炉 
で発生する品 S プラズマを熱 
溧とし、宇 m 空間ではプ□ぺ 
ラントをだ焼して、大気囝内 
では空気を取り込 G ことによ 
つて推力を得る八イブ U ッド 
桷造を持つジェネレーターユ 
ニットのこと。 


*18 SFS 

サブフライトシステム 
(Sub Flight System ) のこ 
と。一年戰争時に使用された 
ドダイ YS のように、 MS を 
S 送する瑀勁飛行装芯。80年 
代後半では宇茧空問で:5使罔 
されるようになつて S り 、 M 
S その B のの涓耗を軽3させ 
ると共に、戦翮時には骯空機 
として立体的な戰四を可能と 
する機種もある。 
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H 料 8 :ウェイブライダーレイアウト 


MSZ-006 WAVE SHOOTER 


3料9 :ウェイブシューターレイアウト 

「ウェイブライダー*19」への変形は、 Z ガンダム最 
大の特徴である。この機能によって、 Z ガンダムは機 
動兵器としての行動域を飛躍的に拡大し、さらなる汎 
用性と万能性を獲得した。これは、 MS 史上において 
ち画期的なことであった。それまでにも、遅邦軍が 
「一年戦争20」において喪失した高空戦力の代替兵器 
として、 SFS や 飛行形態に変形する NRX — 〇〇 4 ア 
ッ シマーなどの TMS を幾つか開発、配儀しているが、 
Z ガンダムほど高いレベルで双方のスペックを達成し 


た機体はない。具体的に言えば、この時期まで、ノン 
オプションで大気圏突入を杲たした上で、そのまま戦 
闘に投入可能な MS は、一部の例外 
を除き、ほぼ皆無で©つた。通常、 

宇 S 往還には、シャトルや 「HLV 
*21」を使周するが、それは MS の 
e 送においても同様で®る。 MS が 
阜機で大気圏に突入する際には、 

「バリュート*22」などのオプション 
を必要としたので©る。 

MS に限らず、大気圏に突入する 
場合、大気との摩擦などによる高熱 
を始めとする複数の問題を解決しな 
ければならない。戦闘を前提としな 
いシャトルのよ5な筑苗艇は、突入 
面に®}熱タイルなどを装備すること 

で問題を解決しているが、 MS のよ _ 

うに複雑な形状を持つ物体はバリュ写 薄 4 ^ 1 ^’ _ 

■大気圈突入時のウェ^ライダー （ MSN -00 T 


-卜などのオプションを必要とする。この手段は、 
基本的に目由落下で®り、突入時の高熱を防倒す 
る手段は、非常に受動的なものである。■論、突 
入凭度の微調整なども必要とするが、そう言った 
ノウ八ウは宇 S 世紀初頭にほぼ確立されており、 
小規模な突入カプセルなどには、ウェイブライダ 
一が採月されている。 

ウェイブライダーは、その翼面形状そのものに 
より、機体と大気の間にショックウェイブを形成 
し、その圧縮波によって大気との摩擦を減免し、 
さらにその抵抗を利用して機動力を得るというも 
ので®る。 MS が大気圏を突破するに®たり、こ 
の構想はかなり初期から提示されており、実際 
“ガンダム”が大気圏突入の際、シールドと冷媒 
の噴射のみで熱圏を突破したことでち実証されて 
し、る。 

ただし、このガンダムの事例では、母®で®る 
ホワイト ベースが 同道しており、地表に激突する 
前に機体、を回収できたため、無事に“生還”する 
ことができたので®る。通常、地球の軌道上から 
落下した MS は燃え尽きてしまうが、例え熱圏を 
突破できたとしても、その落下速度を M 免できず、 
地表に激突するしかないのである。 

さらに Z ガンダムが変形するウェイブライダ ー 
は、阜に大気園への苒突入を可能とするのみなら 
ず、宇 s 戦闘機クラスの空間戦闘能力と加速性を 
供せ持っている。それは、変形することで、機体 
各所に分散配 e された各部バーニアスラスターの 
ベクターが機体後方に集中することにより、その 
全出力を加速のためだけに振り向けられるからで 
ある。さらにこの機体は、大気圏内においても優 
秀な“飛翔”性能を持っており、フライングアー 
マーと阔部のインテークなどから大気を取り込ん 
で噴射する熱核ジェットによって、巡航飛行を可 
能としている。 


J - 7^ + 



19ウェイブライダー 

大突入時、その速度は 
§超音速に達する。ウェイブ 
ライダーは、その際発生する 
ンョックウェイブを利周して 
S 力を獲得するため、その圧 
3 S に粱る様を S 粱りに見立 
C 、 ウヱイブライダーと睜ぶ。 


•20 一年戦争 

U . C . 〇079年1月3日に勃 
発したジオン公固の柱立戰争 
のこと。勃発から格戦に至る 
までの翔問が、およそ一年に 
及ぶことから後年こう睜ばれ 
るようになつた。 


•21 HLV 

(Heavy Uft Vehicle ) 大 
him 廷异餞のこと。惑星など 
の32力下から;上まで 
大容塱の幻 n を打5上げるた 
めに使周される。 MS 民の!:5 
下カプセルをこう！？ぶ玛合ら 

の00 


•22 バリュート 

MS などの大気苎突入周才 
プシヨン。特殊) -5$ 製のバル 
ーンを费体周辺に展張し、大 
気との 5 U 穿熟や落下速度を3 
兔する。滅遝罔に使うバーニ 
アの: n 射熱の方が、大気との 
茂擦熱よ〇低涅なのである。 
筇 s S S が装 ㉝ 可能なほど巨 
大な B の B ある。 


































ることに成功した稀有な機体であり、な 
おかつ、この機体、にはいくつかのバリエ 



ーシヨンさえ存在している。 
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ウェイブライダー時の機動は、 S 本的に機体各 
所の バーニア スラ スターに よって行うが、緊急時 
の加速や急激な方向転換は、機体上部の垂直翼に 
©たる「ロング テールバーニア スタビ 
ライザー23」によっても行う。このモ 
ジュールは、一年戦争以降、 MS に稻 
梪的に導入された A M BAC システム 
の一種である「バインダ ー • 24」の槪念 
をさらに発展させたちので、質12移動 
による方向転換や姿勢制御と同時に、 

機動も行うという画期的なシステムで 
j ©り、当然、 MS 形態時にも非常に有 
! 効なユニットであった。 

[ ウェイブライダーは基本的に大気圏 

* 突入のための「滑空」を可能とするも 
のだが、その機構試作として開発され 
たフライングアーマーは重力下におけ 
る SFS としても機能した。 Z ガンダ 
ムのウェイブライダー形態は、この装 
備を祖型として開発されたことちあ 
り、大気圏内での「飛行」も可能とし 
ている。さらに変形により空力特性と加速性能が 
向上するため、地上での高速移動が可能となって 
いる。ただし、この形態は高速移動の際には確か 
に有効だが、機体に充分な麗面稻がある訳ではな 
く、実際にはプ□ペラントの燃焼を含む強力な推 
進力によって「飛翔」しているに過ぎない。 

そこで A E のエンジニアたちは、 “ Z ガンダム” 
の行動半径の拡大を目指し、高い航空能力を併せ 
持つ「ウェイブシューター-25」タイプのフライン 
グアーマーを開発していた。のみならず、ウェイ 
ブライダー形態時における更なる機能向上を目標 
とし、既存のフライングアーマーを装■したまま、 
あるいは新たなユニッ 
卜の新造ち視野に入れ 
たデザインのシールド 
なども開発していたと 
言われている。これは、 

Z ガンダムの基本構造 
が、経済的な要因を除 
けば、“堅牢で自由度 
が高い上に コピーが 容 
易”なため、そのバリ 
エー シヨンがかなり早 
い段階で検討されてい 
たことに起因する。 

「カラバ*26」によって 
少数生産された Z ブラ 
j スなどは、戦闘機並の 
空戦能力を持つ機体と 
して 再設計されたもの 
で、少数ながら m 産す 


Z ガンダムは、複雑な変形機構を持つがゆえに、非 
常に高価な機体となってしまっていたが、機構の一部 
を省珞、または改善することで、実際的な兵器として 
成立させようという構想に基づいて開発されたバリエ 
ーシヨンち®った。その構想は 0090 年代まで継続 
されており、 RGZ-91 リ•ガズィなどといった傑作 
機が誕生している。このように、 Z ガンダムは後の M 
S に多大な影響をおよぼしている。そのせいも®って 
か、この時期に開発、投入された多くの TMS におい 
て、俗に “MA 形態"などと呼ばれる非 MS 形態のこ 
とを、便宜上「ウヱイブライダー形態」などと呼ぶ場 
合もある。 












•23 ロング テールバーニア 
スタビライザー 

Z ガンダムの?ミ韶に装馏さ 
れる劈動装馔。ウヱイブライ 
ダー gf には垂〇尾鉍としてち 
機能し、 ms 形態時にはスタ 
ビライザ ーとバーニア スラス 
ターの劈鞋を併せ持つ插助劈 
動装備として劈体の劈動性を 
向上させている。 


•24 パイン ダー 

MS に装馔されるちのは、 
四弦の他に增設された AMB 
AC システムのことを指す。 
武装や バーニアな どを内藍し 
ている場合 B ある。 


•25 ウエイブシューター 

Z ガンダムのフライングア 
ーマーの バリエーション。大 
気内での空力特性を改善し、 
行"を可能とする目的で設 
計された。 


•26 カラバ 

名目上は別祖 S だが、串実 
上、尥球におけるエゥーゴの 
こと。万釆は、エゥーゴの努 
力の大きさをするための 
万便だったが、全面对決が関 
始されてからもカラバの名莂 
は存^していた。 
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Z ガンダムのコクピットブロックには、この時期の M 
S のほとんどに採罔されている「イジエクションポッド 
•27」が内装されている。これは違邦軍などの規格品を基 
に再設計されたもので、ユニットそのものにはかなりの 
設計変更と改造が力 a えられている。 

通常の機体に装■されるボッドはほぼ球形をしている 
が、 z ガンダムのポッドは、かなり歪んだ形:犬をしてお 
り、容稻も相当捩く設計されている。これは、ウエイブ 
ライダー形態玲にコクピットブロックの機体上のレイア 
ウトが変更されることに起因している。安全性と空力特 
性、さらに機能性などの要素を検討し、双方の形態時に 
最も高いポジションを模索した結杲、コクピットブ□ッ 
クの構造や機体のレイアウトが決定したので©る。そし 
て、変形に伴う「リニアシート_28」のポジション変更に 
際し、内装とパイ□ットの位0も、かなりの移動を伴う 
こととなった。 

モード変換時には、 MS 形態ではパイ□ットの足下に 
あったノくネル面が、進行方向の天面に位 e することにな 
るのだが、その場合、パイ□ットはおよそ歷の辺りを茭 
点にしてコクピット内を回転することになるので s る。 

変形中は、シートを支えるアームが支点となるポジシ 
ョンを変えることで、変形に伴う加重べクトルの変更に 
も対応できる上、内面に投影される全方位モニターは、そ 
の内部形状も計算した上で日央像を表示しているため、パイ 
□ットが自分のポジションが変わるのを自党するのは、移 
動している場合であれば、そのべクトルに対する目分の姿 
勢が変化していることを認識する程度で©ると言われて 
いる。 

シートそのものの緩衝性能は、既存の機体に装備され 
るものとほぼ同レベルの s 衝擊性を維持しており、コク 
ピット内面に表示される眹像情報は、その歪みを搭乗者 
に惑じさせないように加工され、ほぼ直視状態と変わら 
ない視界を確保している。ただし、特に宇苗空間では、 
辺緣の天体以外に S 準となる地平線や上下感党が無いた 
め、視党的にはある程度エン八ンスされた陕像が表示さ 
れていることが多く、本来は漆黒の閻で®るはずの宇宙 
空間には、ある種人工的な s 彩がわざと施されている。 


資料 12:リニアシートイメージ 


Cockpit svstem image photo 
from A.E.Product catalog. 


つまり、単純なゲージやスケールで目機と空間の相 
対関係を表示するのではなく、 S 淡や奧行きのある 
空間を“表現”することで、機体の状況をパイ□ッ 
卜に把握させているのである。 

■論、これらの■報は高度なナビゲーシヨンシステ 
厶に基づいて算出されており、映像も章純にディスプ 
レイされているだけではなく、常に搭乗者の頭部位芯 
や視線、視差などをリアルタイムに検出することでパ 
イ□ットの視党や平衡感党を混乱させないように配 
慮された、非常に高度なインターフェイスなのである。 
また、リニアシートそのものも特別製で、径秘捏に 
「バイオセンサー29」と呼ばれるデバイスが採用され 
ているとも言われている。この装備の具体的な機能 
は不明だが、パイ□ットのメンタルなコンディシヨ 
ンが機侔稼渤に反陵される仕組みで s ると言われて 
いる。 

“ Z ガンダム”を成立させたそれぞれの技術は、 
当時の MS の標準的なスペックから楂遄にかけ離れ 
たものではなかったとされているが、特にコクピッ 
卜周辺の装備は、 AE が一年戦争直後から S 稻して 
いた技銜の粋が凝らされている。ことに「ガンダム 
開発計画_3〇」に関連する封印されていた技说体系の 
援周などは、純軍 m 的にも政治的にも、流動的な当 
時の状況を反眹してのことだったのである。 

本来ならエゥーゴ、ティターンズ双方にとって 
** 致命的なスキャンダル”になりかねない“超高性能 
MS ” の開発計画及び実戦投入は、とりも直さず、 
双方の勢力が“なりふり構っていられない状況”に 
あったことを端的に示していると言える。そのこと 
は、後に第三勢力として介入してくる「アクシズっ1」 
に対する両勢力の対応にも見て取れる。また、エゥ 
ーゴとティターンズの対立が激化していった還程に 
おいて、双方共に“ガンダム”の開発を推進していた 
という事実が、何よりも雄弁に両勢力が志向してい 
た目的を物語っていると言えるだろう。 



•27 イジェクシヨンポッド 

MS 民の、いわゆる弦出ポ 
ッド。免 S 詩に機体からイジ 
ェクトされるためこう呼ばれ 
ている。一 S 的には球彤をし 
ており、内剧には全周スクリ 
—ンが装備されている玛合が 
多し、：） 


•28 リニア シー ト 

全周スクリーンを配した球 
形コクピットの中央で、パイ 
□ッ ト シー トを可動 アームに 
よって支えることにより、あ 
らゆる方向からの G を相段し 
つつ、全方位の視界を透保す 
るというシステム。 MS の31 
動性の飛 S 的な性能向上に伴 
ってパイ□ットにかかる Q 担 
を減少し、 MS の限界性能に 
より近い能力を癸揮させるこ 
とができるようになつた。 


•29 バイオセンサー 

パイ□ットの； S 応 S を検出 
して機体制彳 S などに援 S する 
デバイス。公囝品が関発した 
サイコミュの恧另型と考えら 
れている。 


•30 ガンダム開発計画 

一年戦争において髦異的な 
戥梁を5けたガンダムよりさ 
らに S 性能な劈体の開癸計匡。 
達邦31のジョン • コーウェン 
中捋主導のもと、 AE が中心 
となって行なわれた。この計 
匡で□ールアウトした G P シ 
リーズと呼ばれる機体は全 S 
で3体 （4 体と B いわれる）。 
諸-!] I 诏によりこの計匡は抹消 
され、 GP シリーズは公式に 
は存在しなかつたことになつ 
ている。 


•31 アクシズ 

アステ□イドべルトにジオ 
ン公 S が纪いた小地。 
ジオン敗戦後は残党冚の本に 
となり、さまざまな技。開発 
などが行われていた。目力で 
苞行する能力が S り、 U . 
C .0 C 87 年に垲に到達し 
ている。ジオン残党3?(後の 
ネオ • ジオン）を指す S 合 B 

の Oc 
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Z ガンダムが装備する兵装は、非常にシステマ 
ティックに設計されており、携行に際しての障害 
はほとんどない。その意味で Z ガンダムは、初め 
て「万能」を実質的に達成した MS で®ると言え 
るのかち知れない。 

“ガンダム”の登場以降、 MS の標準装備とな 
ったビームサーベルは、近接戦闘において不可欠 
の装_として一挙に普及した。 Z ガンダムは、こ 
れをサイドアーマーに収納した状態で携行してお 
り、ウェイブライダー形態時はビームガンとして 
使用することもできる。サーベルのビーム集束帯 
を使って「ビームガン_32」として流用する技術は、 
すでに 0083 年には実周化されていたが、諸事情 
によってこの時期まで、ほほ‘封印されていた状態 
だった。ただし武装としては出力が低いため、主 
に変形時などの牽制や搅乱、離脱のために用いら 
れることが多い。ただし、サーベルユニットをビ 
一厶ガンと兼用する技術そのものは、同時期のア 
クシズも保有していたため、要は機体の設計コン 
セプトやジェネレーター出力の問題で®ったとい 
う見方も出来る。 

また、この時期「ビームライフルっ3」は MS の 
標準的な武装となっているが、 Z ガンダムが携行 
するビームライフルは、標準的なエネルギーパッ 


クを使周しながら、通常型を上回るビー 
ム収束率と n 通力を獲得している。また、 

バレル長を短縮することで、ウェイブラ 
イダー時の武装としての使周も可能である。さらに、 
サーベルのビームガンとは逆に、マズルからビーム 
刃を発生させることも可能で、斬堅用のロングビー 
ムサーべルとして使用することもでき、近接戦闘に 
おいて破格の威力を発揮する。 

標準装儷として碗部に内装されるグレネードは、 
近接戦闘において的確な運周で s れば敵機に致命傷 
を与えることも可能。オプションマガジンによって 
装弾数を増やすこともできるが、変形する際には外 
さなければならないため、出撃時に選択が必要で® 
る。 

グリブス戦争の時期には、ビーム兵器の大型化と 
高出力化が進み、戦®の主砲をはるかに凌ぐ威力を 
持つものが、エゥーゴ、ティターンズを問わず、数 
多く開発された。 

そして、 MS が阜体で「運周」できる最大のビーム 
兵器が、「メガバズーカ•ランチャー っ4」 であり、後 
に Z ガンダム専用の武装として配備される超高出力 
ビーム 兵器「八イ パ— メガランチャ— っ 5 」 である。 

この兵器は、小型の専用ジェネレータを内蔵し、 
移動のため独自の推進力ち持っている。いわば、コ 
クピットがないだけの小型砲澄とも呼べるもので、 
独立した fl 梃として、©るいはウェイブライダー時 
の固定武装として運周できるよう、離周のラン 
ディングスキッドまで装備している。実際、その大 
きさは、運用する Z ガンダムの全長をも超えるほど 
で®った。つまり、 MS は稼働の際にコント□—ル 
を行うためだけに必要で©ると言っても過言ではな 
い。ただし、 MS が「携行」することによる破格の 
機動性がなければ、この武装の破壞力は、 MS が主 
力兵器となった当時の高速/高出力戦闘に対応する 
ことが不可能だからである。この時期の MS は、ど 
の勢力も強大な“矛”の開発に凌ぎを削っていたの 
である。 Z ガンダムはまさに、その先駆けで©り、 
後の趨勢を決した機体なので©る。 



Weapon bay 
Grenade launcher 


BEAM RIFLE 
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写興 7: 

板部グレネードランチヤ 


写翼 8 :導用ビームライフル 





•32 ビーム ガン 

ビームライフルより出力が 
小さいビームを射出するシス 
テム 3 ビームサーベルとユニ 
ットを共罔している B ののこ 
とを指す場合石5る。 


- 33 ビーム ライフル 

本釆は戦をの主? S で5った 
メガ粒子 a を、 

した エネルギー cap と:手ば 
れる技巧によって小型化し、 
m s サイズの携帝火器とした 
ちの。この k 装のお s でガン 
ダムは眾強たり沼た。後に M 
s のほ遝的な武装となる 3 


•34 メガ バズーカ•ランチャー 

劈能的には小裂のジェネレ 
ーターを内运した S 岀力のビ 
ーム55。疫準的な戦$の主迮 
を凌ぐ.52力を発揮する。バー 
ニアを装谓しているので 
る可能だが劈注は S い。 
エネルギーのチャージに時間 
がかかるため、 iilihl 使后はで 
きない。百式が使污した。 


•35 ハイパーメガランチャー 

Z ガンダムの W 民武装とし 
て開癸己れ; T こ鬲出力の大裂ビ 
ー ム筠。 S 太的な劈能はメガ 
バズーカ • ランチャーと同等 
だが、エネルギーチャージに 
要する Ef 問が短4され、湮子こ 
使罔ち可能 3 
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一年戦争後の地球圏の経済は、 AE が中心にな 
って、コ□ニーの吾達、戦後経済の復契に狂奔し 
たおかげで維持されたと言われている。会長のメ 
ラニー • ヒュー • 力ーバインは、会社運営の采配 
を社長のコウエル • J • ガバナンに任せ、月商工 
会議所の会長や地球連邦商業通信協議会理事、「グ 
ラナダ_36」通商連絡会議理事長や地球連邦議会商 
工業諮問機関理事などの名誉職ばかりを兼務し、 
目身の持つ実権をカムフラージュしていた。 

ティターンズの動きが具体的になると、ブレッ 
クス • フォーラ准将を始めとするエゥーゴの組織 
は、シャアの提供したガンダリウム/の技術をベ 
ースとして、 MS の開発を進めた。その指揮を執 
ったのが、当のメラニーだったのである。彼は、 
MS の厶ーバブル • フレームなどは、地球連邦軍 
の MS のものを流周し、経？5の節減と建造期間の 
短縮を図り、即戦力の整備にその精力を集中させ 
た。のみならず、エゥーゴの旗®となる新造 ® を 
も建造したのである。ただし、その建造巧周は、 
戦争によって計画が中断し、浮いていた木星行き 
の！！の竣工予算をブレックスが調遅したもので® 
ったため、メラニーの負担は若干軽くなっている 
らしい。これは事実上の横領では©るが、ブレッ 
クスにしても、達邦会議の予算委員会や会計監查 
どころか、露見した場合の軍法会議も党悟してい 
たと言われているが、どのみちエゥーゴが敗北す 
ればブレックスに未来はなかったのである。 

この新造滏は、メラニーによって「アーガマっ7」 
と名付けられた。それを指して、メラニーを□マ 
ンチストと考える協力者も多かった。実際、メラニ 
一は、 AE をつぶすことになってもいいと考えて 
いたようだが、地球連邦政府からひねり出した資 
金をエゥーゴに投資する篤志家だと支持される 一 
方で、しょせんは戦争商人だと非難されてもいた。 


MSZ -006 変形シークェンス 


ただ、実際にメラニーは還元を意図して会社を作 
っている男であったことは確からしい。 

ちなみに、 AE 製の“ガンダム”は、 GP シリ 
ーズを始めとして、機体色に“青”が配されるこ 
とが多いのもメラニーの意向によるものだと言わ 
れている。実際 AE の コーポ レー トカラーは青で 
あり、創業以釆、代表的な製品も、空の青、海の 
胃、宇 s の胃、地球の胃といったように、青系の 
イメージカラーが施されることが多かったよう 
だ。これは、私室でよく®ている法被や拽などの 
“藍染”が気に入っているからとも、かつて訪れ 
た世界适産のモルドヴァ教会群に施された“ヴォ 
□ネツの胃”に感銘を受けたからとも言われてい 
るが、真相は謎のままである。 

グリブス戦争の渦中、ジャミトフにエウーゴ支 
援の婊疑をかけられたメラニーは、テイターンズ 
にも M 産型 MS のマラサイを供給してみせること 
で、表向き恭11してみせた。所詮ジャミトフは、 
士官学校の同期生であったメラニーが、企業家と 
して成功したことを妬んでいたのだとも言われて 
いるが、このいきさつなど、そういった事情を深 
読みすることもできるだろう。 

ともあれ、テイターンズはジャミトフがいなけ 
れば設立されなかったし、エウーゴもメラニーが 
いなければ機能しなかっただろうことは想像に難 
くない。ブレックスはテイターンズを「ジャミト 
フの私兵-38」と断じたが、エウーゴもまた、支 
援する勢力の尖兵で®ることに変わりはない。そ 
れでも、それぞれの動機は切実であり、それぞれ 
はそれぞれの信じるもののために戦うことを選ん 
だのである。 

人類が初めて体験した宇苗戦争は、それまでの 
戦争の有り様を変えてしまった。全ての兵器体系 
を塗り替えた MS は、瞬く間に戦闘の主役に踊り 
出たので®る。中でも、“ガンダム"の名を冠さ 
れた機体は、常にその時代の設先端を駆け抜けて 
いた。戦況に応じてその姿を変える Z ガンダムは、 
MS という兵器が新たな進化を始めたことを告げ 
る、刻の雄叫びだったのかち知れない。 


W 






'0 




& 




1գ ： 


♦ 


Ur 


Fig 1 X 

Count 00C 



Fig 2 

Count 001 



Fig 3 . 

Count 0014 




^36 グラナダ 

月の表測に 5 るフォン•ブ 
ラウン市に次ぐ第二の€市で、 
与の®艮に5る。その周辺に 
S 地球連？3$の？ i ： •点が5り、 
サイド3とは SB 近かった。 
そのため、一年戥争当詩はジ 
オン公国がここを刳圧してお 
り、一大^点として劈能して 

ノ V ■こ。 


•3 フアーガマ 

エゥーゴ m ; i の機動巡洋哇。 
ペガサス级強裴笔を参考 
に速造され、二つのカタパル 
卜と ms デッキを持つ。 m 吴 
上、エゥーゴの ms であった。 
語湧はヒンドゥの聖吳や仏教 
の原 H に§る名前で、いろい 
ろな荩珐に解祝されている。 
サンスクリット文字を音訳し 
た湧宇での表記は「冃含」。 


•38 ジャミトフの私兵 

エゥーゴがガンダム Mk — n 
を強罵した際、教体の SSx 
渋のため、バスクの逍いとし 
てアーガマに粱至したエマ中 
釣にブレックスが投げかけ厂こ 
言粱。ティターンズが実質的 
にどのような祖迗で s るかを 
した B の。芑誇、ブレッ 
クスの3人的な見解ではある。 





















From Charlie 3 
Cam 005 0540079 

































(同过） g (雨 0) 


MSZ-006 Zeta Gundam 


カラーガイド、マーク搭定位置 


;ィラストに指示の無いシール 
は好みの場所に貼って下さい。 
c 数字は、シールの番号です。 


Mobile suit mode Front view 


Mobile suit mode Side view 


Wave rider mode Side view 


(内測®) 




(晒 


(両 SJ ) 


(雨剧) 


%國秦 


(両鲖) 


(両劄 ) 


(両 ■) 


(甬飼) 


(酬） 


( RSJ ) 


(反対測 3) 


(両 ( PJ ) 


(内側®) 


( 右抝 S 内 {P:j(g) 


mm) 


(酬) 


(泛側）傾! 3) (内 fflS ) ( S 側) 



• 13 - 

























































嶋 




•この等プトよ oy アル*:1轎 ut い方クンぜ繼■よ ofww > f ガンダム乃9垂』 •（) 内 < i ガンダム乃， ■• ガンダム乃，一 
r ガンダム乃，ースフレ ー j ««費いくだ cvv スフレー Oft で？ • 




本体網ゃ鱒»などの遽8色 * 

ホワイト （ G ホワイト1> 


本体耩部分などの遽飄色. 
インデイプ)レー （ G プル ー 1> 

先やシールド上隱《どの 

遽((色： 

モンザレッド（レッド1> 



»■インテークや*»スラス 
夕一などの遽 II 色， 

興*色（イエ〇_1> 



ビ_ムライフルやフライン 
ア■マどの遽 Hfe ， 

ミフドナイトプル ー （ G ブパ/~2> 



_ B # 分やビーム9イフルエ 
ネルギーバックの遽«色， 

ニュ _ トラルグレー 












マ 


クガイド 


t 

燃均注入口の位臞と、使用 
»載示す • 

- a ^2»- 

エンジンオイル注入□の位 
■と充讓圧力を示す • 


參 灣滑オイル法入 C 

充堆圧力を示す參 


注入□の位■と 


® ジ I ットエンジンの 2 R 圧 

スタ_ター I •嫌位 


F 


外 8 MUIK 霱槽供位霾, 




アース： D _ ド »«□• 


D ックビットカバーの M ® 
Q スイッチと«出コックビット 

に NT る■&， 



〇 ■ 

〇 C 

§§ 


N # 


を S 

1 〇 

5-3 





— 〇各 


に;3ックビットカバ 


璺 MrfBtT るた 《 M ) 


スイッチ • 



2 

用 d 上のリフティング 
ボイント • 

© 

•: JX 

オプシ■ンのタン 
ク轉受 B 0 付けるためのホイ 
ストポイント， 

申“ 

液体 m (と液体 am の 
«« 财口. 


1カタバルトオペレ•夕•に 
,禱体鼸邏《伝える力_ド， 


サバイバルキット}8覦位霪 ♦ 


«術珥竄そビルス_ツ 

仰”ル•似》 

W \%^ vr % アントづ:イプ，イダ-•シス，ム 

〇〇ェ 



騙摩 fh 

使用89は闺色く K 光する • 


田®がアーガマであること • 
AEUGO ■初の MSCM 
爾6■機であることを示す • 





V>ave rider moae Ion view 


Back view With Beam rifle 


Mobile suit 

































































































































CONSTRUCTION 

MANUAL 











バ 

I 

y 

■j 

ス 



A 注 


意 


必ずお読みください 

•この商品の対象年齢は15才以上です。 

〈銳い部品がありますので、15才未満には適しません。〉 

•小さな部品,電池（別売り）を口の中には絶対に入れないでください。 

窒息などの危険があります。 

•ビニール袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。 

窒息する恐れがあります。 

•小さなお子様のいるご家庭では、お子様の手の届かないところに保管し、お子 
様には絶対に与えないでください。 

(電池を誤作用すると発熱•破裂•液漏れの恐れがあります。下記に注意してください。〉 
•十一（ブラスマイナス）を正しくセットしてください。 

•遊んだ後は必ずスイッチを切り、電池をはずしてください。 

•ショートさせたり、充電、分解、加熱、火の中に入れたりしないでください。 
•万一、電池から漏れた液が目に入った時は、すぐに大量の水で洗い、医師に相談 
してください。ひふや服に付いた時は水で洗つてください。 


《組み立てる時の注意》 

籲組み立てる前に必ずお読みください。 

_部品は番号を確かめ、ニッパーなどで 
きれいに切り取ってください。切り取 
った後のクズは捨ててください。 

籲部品の加工の際の刃物、工具、塗料、 
接渚剤などのご使用にあたっては、そ 
れそれの取扱説明書をよく読んで、正 
しく使用してください。 

•部品の中には、やむをえず、とがった 
所があるものもありますが、気をつけ 
て組み立ててください。 

•塗装にはより安全な「水性塗料」のご使 
用をおすすめします。 

•このキットの組み立てには + ( ブラス） 
ドライバーを使いますので別にご用意 
ください。 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































V パーツ 


T パーツ 


R パーツ 


Q パーツ 


0 パーツ 



P パーツ 


( X 2) 


〇 J 




〇 




圖 SB 




〇 M 


s パーツ 










❼ — , 



麵 li 


u パーツ 


( X 2) 


- 一 __________ 


oK^lo^o 屬 





K パーツ 


LI パーツ 


L2 パーツ 



.JJ 
#• 


，:: 

r; 

V 

:!■• 









: ：f 

3 

w\ 


i 

:不 

-- 


-fr j ■琴 



2 

X 




2 ) 

X 



o 



露_ 


1 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































IK 

I 

ヅ 

ス 



W パーツ 


X パーツ 

(X2) ※ お！？。 1 個は 

Y パーツ 



WA パーツ 


:ぼ:認_， 

G ： 5 bi ^ e 0 S “祕⑽ 




O 


0 ° ~ 



‘ J L — J 






碰 t 




z パーツ 


o 


-i arr •二 1:1 卜 ' I 


: =| 匕 



(ピン電池 • BR 435) 




(ノーズギア•前) 


(メインギア•右) 




(メインギア•左) 


tl 

(特殊 LED ) 


パネ パーツ 


⑥ヒ ザバネ A ⑦ヒ ザバネ B ⑧ モモ パネ ⑨ スネパネ （岱 スイッチパネ⑬クビバネ ⑭ ハラパネ L ⑬ ハラパネ R 


( X 2) 



( X 2) 


( X 2) 


( X 2) 


( X 2) 






I 


㉔ ウイングパネ 

( X 2) 

%/ 


㉗ サーベル金具 B ⑳ ライフルノてネ B ㉙ ライフルノ V ネ A 




l4 





電池金具パーツ 



(项ア タマ金具 A ⑪ア タマ金具 B ⑯ スタビ金具 A 




㉑ ウイング金具巳 
( X 2) 


(©ウイング金具 C 

( X 2) 



⑰ スタビ金具巳 ⑬ ウイング金具 F (9 ウイング金具 G 
^ ( x 2) ( X 2) 




@ ウイング金具 A 

( X 2) 



S ) 



㉓ ウイング金具 D 

( X 2) 


㉖ サーベル金具 A ㉚ シールド金具巳 




123) ウイング金具 E 
( X 4) 


㉛ シール ド金具 C ㉜ シール ド金具 D 



•マーキングシ ー ル…1 •遮光シ ー ル… 1 
•①ビス2•〇 X 4—16 + 2 •②ビス2,0 X 6 …24 + 2 
•③ビス 2.6 x 8 " l 9 + 2 •④ビス 2.0 x 5 座付…4+1 
(※ビス 2.0 x 4.2.0 x 6.2.6 x 8 …各2、ビス 2.0 x 5 座付…1は予備です 3 ) 
•発光ダイオード A (黄緑）… 2 •発光ダイオード B (赤）…1 
•発光ダイオード C (赤）…1•発光ダイオード D (黄緑）… 1 
•リード線 （黒）… 1籲リード線（グレー）…1參⑤チューブ…2 

(発光ダイオード）を点灯させたい方はボタン電池 （ LR 44 (2 個) • 別売り）、 
コイン甭池 ( CR 1 220 (2 個） • 別売り）をご使用ください。 

※ポタン電池 • コイン電池は大型電気店などでお買い求めください。 

ピン電池は当社相談センター以外では、大型釣り具店などでお買い求めい 
ただけます。 






㉝ シールド金具 A 












〈お興い 上げの お客様へ:） gss をこわしたり、なくした時は r §8 
品注文カード」 に 必要な部品の記号 • 番号 • 数 置を はっきり 書 
いて 切り取り、封書（裏面に お客樣のお名前、 年齢、 ご住所を 
明記してください）にて、郵便局で定額小為替を お舞い 求めい 
ただき、下記までお申し込みください。代金は料金表遇りです。 
為替 証書は 筅記入 （白紙） で同封してください。なお、部品の 
形状 • 重置で 郵送料に過不足が生じると きがあります。 部品発 
送の 際に 表記額を超える時は不足分を w 求、表記額以下の時に 
は残額をお返しいたします。もし部品に不良品がございましたら、 
その部品を 切り取り、 商品名を 書いて、 下記まで 封書に てお送 
りく ださい。 良品と交換させていただきます。 

■申し込み先〒424-8735 »岡 県清水 市西久保305 
(株)バンダイ脖岡相談センター TEL 0543-65-5315 

(料金表》 •部品代は1個の 料金です。 


部品注文カード） r 00.3/75680-20000 

パーフエクトグレード 

1/60 SCALE MSZ-006 ゼータガンダム 


必要な部品の記号 • 番号 • 数置を害く 



争 部品の注文は「定額小芦姑 J でお課いいたします 


部品番号 

ノーズギア(前） 

メインギア(左右) 

発光ダイオード 

特殊 LED 

ピン電池 

マーキングシール 

L パー ッ 

その他の部品 

部品代 

300円 

各300円 

各300円 

1000円 

200円 

500円 

各100円 

各40円 

郵送料 

120円 

120円 

120円 

120円 

120円 

120円 

160円 

120円 





2000.3/I • ON 

































































































































































































前腕メカ部 


屮2個作ります。※ビスの締めすぎに注意！ 



が向 ^ L!) 


U ㉚ 








X ⑨ 


W ⑧ 


U ㉙ 




( I ) ビス 2.0 X 6 



※〇〜❸ は、 

折り曲げる 

順番です。 


WA ⑪ 

|(WA ⑫） 

※奥まで 
はめます。 

平らな 方 




C ⑫ 


1 ヤ 

\②ビス 2.0 X 6 

X ②（向きに注意 1) 

※〇 マークの ある 方 
が外側になります。 



xr (向きに注意！) 
士〉マークのある方 
が外側になります。 


〇 




U® 




ル ダースラスター 


« 2 個作ります。 


P ⑬ 




P ⑩ 


P ⑫ 


( ノ嫌 : 



X ⑱ 




X ⑦ 



U 妙 



F ⑥ 

( e 後に取り付けます。） 



ル ダースラスターの 完成 


r :2 個作ります。 


E ⑧ 




[ショルダースラスター] 



ルダ ー ア ー マ ー メカ部 


ふ2個作ります。※ビスの締めすぎに注意！ 



メカ部の完成 


② ビス 2.0 x 6 

L p ㉑ 


[シヨルダースラスター] 



屮2個作ります。 

[シヨル ダー 
アーマー メカ部] 



© ビス 2.0 x 6 



[前腕メカ部] 


※先にはめます ぶ 


[上腕メカ部] 


[肩 メカ部] 


F ③ 



※このページで使用するパーツは、 WA です。 


:肩メカ部 



:上腕メカ部 


モ2個作ります。※ビスの締めすぎに注意！ ふ2個作ります。※ビスの締めすぎに注意！ 


U ⑯ 


U ㉚ 


V 





XdD ( 向きに注意 ！) 



U ⑩ 


\AD ( 向きに注意 ！) 






X ® 

( 向きに注意!） U® 


③ ビス2.6 X 8 



© ビス 2.0 x 6 


匁 


■腕部組立 




















































































※このページで使用するパーツは、 A . C * E . F * H * P * S . U . W . X * WA です。 































































































※このページで使用するパーツは、 C - H - M ^ P ^ R - U ^ V - W - X - バネパーツ ⑥⑦⑧ です。 





:ヒザ関節 2 

( … 1 


❻ 脚 

:ヒザ関節の完成 


[ヒザ関節 1] 


R ①と R ② 


R ⑤と R ⑥ 



モモメカ部 


fill 

モ2個作ります。※ビスの締めすぎに注意 


P ② 


U ④、 

修 、-句 






峽モパネ X〆 ※節習？。 


r 



EH 

•: r : 2個作ります 


ツマ先基部 



③ ビス 2.6 x 8 


[ヒザ関節] 


※組んだ X ® と U 澄が下に 
さがらないように組み立 
てます。 



力力卜 


r?n 

卍2個作ります。 



先に取り付けます。 




H ② 



P ⑨ 


X ⑳ 

(向きに注意！) 























































































































































※このページで使用するパーツは、 C.H*P*R.U*V*W.X* バネパーツ⑨です。 






:足首の完成 


r 411 

モ2個作ります。 


[サスペンション] 


[サスペンション] 



[足首基部] 



卍2個作ります。 


足首メカ部1 


X㉕ 



fiiH 

沒2個作ります。 


:足首メカ部の完成 


(先に £ f す。) 


(總めます。) 



[足首メカ部 2] 


Roll 

卍2個作ります。 


足首メカ部2 


[足首メカ部 1] 


X ® 

(向きに注意！） 



W ⑬ 


(向き鑑 ) 



W ⑭ 、 


V ③ 


P 23) 


足首基部 


fl2H 

ふ2個作ります。 


F 311 

2個作ります。 


サスベンシ 



i ビスの締めすぎに注意！ 


W ⑪ 


V ⑦ぐ 



※先に組み 
立てます。 


③ ビス 

2.6 x 8 


[足首メカ部] 




⑨ スネバネ 


③誃 x 8 




Xa (向きに注意！） 

U ⑨ 



U ⑩ 



にせ。 
ゾわす 
ミ合ま 







































































































※このページで使用するパーツは 、 C • E • Q • R • U • X です。 


スネメカ部1 


Fell 

糸2個作ります。※ビスの締めすぎに注意！ 
[モモメカ部] 


fl7ll 

屮2個作ります。 


:スネメカ部の完成 


切り欠きを合わ 
せます。 


③ ビス 2.6 x 8 




/ 

fll 

V| if 

v _ 

ノ 

ぐ 

v - TI X r ' — A 

J 



ノ 





fl8lS 

•: i ; 2 個作ります。 


ブロべラントタンク内側 


:スラ スター 


X C6) 



rail 

※各2個作ります。 
[ A ] 


Q ④ 




Q ⑬ 


袋を 


Q ② 


Q ⑦ 



八 


響 


鱗 


[ B ] 


Q ⑫ 



Q ③ 










Q ② 


八 


Q ⑧ 




Q ② J 


noil 

ふ2個作ります。 


ブロペラントタンク外側 



士表側から見た図 



◎ 


X 〔 19( 向きに注意！) 




裏測から見た図 




S 5 X ⑫の向きに注意! 


[スラ スター • B ] 


[スラスター • A ] 


■脚部組立 

















































































































































































※このページで使用するパーツは、 B•C• E• F です。 



C ⑤ 

(先に取り付けます。） 


($ F パーツの 向きに注意！） 


a 




[カバー内側] 





w 






a 







[カバー外側•下] 


※〇⑦がはめにくい時は 
右脚メカ部を後ろに曲 
げてからはめます。 






右脚：右脚カバーの取り付け 


右脚：右脚の完成 


右脚：カバー外側 


右脚：カバー内側 


右脚：右脚メカ部の完成 


右脚：右脚メカ部 


■右脚部組立 
















































































※このページで使用するパーツは 、 B • C • E • F です。 



C ⑩ 


[ブ□ベラントタンク外側] 



[スネメカ部] 


[ブロべラントタンク内側] 




巳⑥ 



(« F バーツの向きに注意！） 


【上】 



y f ⑫ 

F ⑪ 

(※ドパーツの向きに注意！） 


※ビスの締めすぎに注意！ 



巳④ 


[股関節] 



巳⑤ 



③ビス 2.6 x 8 

4 



C ③ 






(先に取り付けます。） 

C ㉒ 

(先に取り付けます:） 

、、ふ じ④ 



C ⑤ 

(先に取り付けます J 



F ⑮ 

(•: HF パーツの向きに注意 



C ② 


[左脚メカ部] 



[カバー外側•上] 


[カバー内側] 


C ⑦ 

卍 c @ がはめにくい時は 
左脚メカ部を後ろに曲 
げてからはめます。 


_醞?。り) 



[カバー外側•下] 





左脚：左脚カバーの取り付け 


左脚： カバー 外側 


左脚：カバー内側 


左脚：左脚メカ部の完成 


左脚：左脚メカ部 


■左脚部組立 


























































※このページて使用するパーツは、 A - F - G - N ^ S - X ^ Y - WA ^ 電池金具パーツ⑩⑪ • 発光ダイオードです 


[メカ部•右] 


N ⑧ 



⑪ア タマ金具日 


、囔 



‘㉗ 


にはめます。） 







〜⑩ア タマ金具 A 



[メカ部•右] 

X㉟ 



発光ダイオード A (黄緑) 

ナ Irnr 

Cfc 


IfTY 


丽 


足が長い 
方が下。 





© ビス 2.0 x 6 




LED (発光ダイオード）を点灯させた 
し、方はコイン電池 (CR1220 •另院り） 
をご使用ください， 

S ㉖ 


コイン電池 
( CR 1220) 




故 



スイッチを入れて、 
点灯するか確認し 
てください。 



OFF 


S ㉕ 



[メカ部 1] 


[電池 BOX ] 



ON 


点灯しない場合 

1. 甭池の十一（ブラスマイナス） 
は合つていますか。 

2. 甭池は古くありませんか。 

3. 発光ダイオードの向きは合つ 
ていますか。 

4. 接点が難れていませんか。 
接点が離れている場合、接点 
がつくように、発光ダイオー 
ドの足や電池金具を微調整し 
て点灯するようにします。 


た 




WAS 



N ⑫ 


[右] 


[左] 


X㉜ 


X ㉜ 


©ビス2.0 X 6、 


、(向きに注意 





I I 


© 


[メカ部 1] 



\ 

N ⑥ 



N ⑤ 



[アーム•右] 
(向きに注意！) 



[メカ部 2] 


[アーム•左] 
(向きに注意！) 



Y ⑦ 


A ⑧ 

(向きに注意！) 


A ⑦ 

(向きに注意！) 


[メカ部2+アーム] 





riw _ 

※❶〜❸は、はずす順番です 3 

②ビス 2.0 x 6 


F ^ (先にはめます。） 


[31- 墨部] 





コイン琯池 

(CRT 220) 


❷ 





❸ 


※電池 B 〇 X をはずします。 



:アンテナの取り付け 


:頭部の完成 


:コイン電池の交換方法 


頭：メカ部の完成 


:基部 


:メカ部2 



:アームの 取り付け 


+ ( ブラスマーク）のある方が上側に 
なります。 


: 電池 BOX 


:コイン電池の入れ方 


:メカ部1 


: 電池金具 


■頭部組立 























































































〇 

ボディ： フレーム 基部 

f 

r j 


[サイド フレーム•右] 


T •⑫ 



※裏側から見た図 



士駸 後に w 
s ® を起 
こします。 



W ⑥ 


[左] 


T ⑪ 


W ⑤ 





[サイド フレーム •左] 



m 側から見た図 


ノ 



※冠 後に 
s ㉟ を起 
こします 



※ビスの締めすぎに注意！ 


① ビス 2.0 x 4 



⑫ スイッチパネ 






[ジョイント] 


A ⑩ 



◦㉔ 




Y ⑤ 



〇⑮ 


〇⑧ 

(向きに注意！） 


[シート] 



イン 


ボディ：コクビッ 


ボディ： シー 



ボディ：サイド フレーム 



ボディ：サイド フレームの 完成 


X® 

(向きに注意！) 


X® 

/( 向きに 注意！) 



[サイドフレーム•右] 



〇 [0) 


W ® 身 


[左] 


(先に取り付けます。） 


[サイドフレーム•左] 



A ㉓ 




(先に取り付けます。） 


※このページで使用するパーツは、 A - D -0- S - T - V ^ W ^ X ^ Y - バネパーツ⑫です。 


1 





ポチィ組立 


















































































































































※このページで使用するパーツは、 D . F . G . N . O . T . V . X . バネパーツ (0) です。 



ボディ：メカ部1 


ボディ：メカ部2 


[右] 



※穴にミゾがない方 
をはめ込みます 



富 T ③ 


，激拎 '一 避 



や: 


先に取り付 
けます。 


F ⑳ 


穴にミゾがない方 
をはめ込みます。 


[左] 


〇⑬ 



[フレーム 
里部] 


V ⑩ 


'職 

-書 


※ビスの締めすぎに注意 



[コクピット] 



②ビス 2.0 x 6 


②ビス2.0 x 6 



※先に取り 


付けます 






ボディ：メインフレームの完成 ! 


❿ 

ボディ：スライドメカ部 


V 







T® 





i t 


T ⑭ 



X 働（向きに注意！） 





し 


TC 3 






(I I ] I ^ 


1 



: ! r fef 



哉、 

ぬ- 

ベ 1 :. 

>• 



ボディ： 



[メカ部 2] 


(向きに注意！) 

X© 


N ⑪ 


N ⑩ 


ふ 





〆 


〆 


〆 



ボディ：頭部ユニッ 




ボディ：スライド フレーム 


ボディ：スライド フレームの 完成 


[頭部 ユニッ ト] 


[頭部] 



T ⑳ 











[スライドフレーム] 


⑬クビ八ネ 


T ?) (向きに注意！) 









'、ノー、 



X 63) 


[スライドメカ部] 


V ⑧ 



©、逸、 X ® 


、 


X ⑱ 





































































































ボディ ： 股関節フレーム 


※ビスの締めすぎに注蕙 


[右] 



T ㉒ と TC3 


(駸 後にはめます。） 
① ビス 2.0X4 




せまい方 


T ㉑ と T ㉔ 


[左] 


(駸 後にはめます。） 
① ビス 2 .0X4 






ボディ：各 パーツの 取り付け 


[本体] 


[フレーム] 



ボディ：変形 


〇アンテナを閉じます 
❷頭を下に下げます。 
❸頭を後ろに倒します 
©メインフレームを 
下におろします。 


〇 


[本体] 


〇 


Ad 8) [股関節フレーム•左] 

(駸後にはめます。）（反対側：[股関節フレーム•右]) 






※このページで使用するパーツは、 A • S • T • X • バネパーツ ⑭⑮ です。 




[メインフレーム] 


※ビスの締めすぎに注 蕙！ 

※パチツと音がするように 
はめます。 \ 


[スライドフレーム] 






、 A (2』) 


E 

※ビスの締めすぎに注意！ 

※この部分に T ⑬を 
かぶせるように取 
り付けます。、 


T ① 


⑮ ハラパネ R (ベイント有り） 




鄉、一 


T ® 

(通後にはめます。） 


® ビス 

2.0 X 5 
座付 



※正面から見た図 




o c o 




④ ビス 2.0 x 5 
座付 



※この部分に T ⑰を 
かぶせるように取 
り付けます。 


⑭ ハラ八ネ L 



④ ビス 

2.0 x 5 
座付 



④ ビス2.0 x 5 T ( 1 Z 

座付 




m 


T® 

( s 後にはめます。） 


ボディ：腹部完成 


ボディ： フレームの 完成 


ボディ：腹基部 


ポチィ組立 


























































































































0 ボディ：フロント アーマーの 取り付け 


〇〜❷の順番に取り付けます。 


※ツノを開きます。 



[フロント アーマー •右] 


[フロントアーマー•左] 


[センターアーマー ] 



[右] 


A ⑭ 


X € 8 ) 



[左] 


A ⑮ 




ボディ： リアアーマー • カバー 



ボディ： リアアーマー 



© ボディ：リア アーマー • バーニア 



6A 、g ⑥ 

G ⑦ 


A ㉗ 



[リアアーマー • カバー] 
(爵 後にはめます。） 



ボディ： リアアーマーの 取り付け 


ボディ：ボディの完成 


〇〜❷の順番に取り付けます。 


[本体] 



[ U アアーマー] 



※このページで使用するパーツは、 X です。 


ボディ： センター アーマー 


ホアイ：フロントア ー マ ー 


ポチィ組立 












































































































※このページで使用するパーツは、 C-E*G*J-P*U* Xです。 




その他：サイドアーマー 


糸2個作ります。 

X @ (向きに注意！） 

身 




その他：サイドアーマー • 本体 


嵌2個作ります。 



その他：サイド アーマーの 完成 


2個作ります。 


P ⑪ 


ハ 


UC81 




U ⑰ 


[サイド アーマー 基部] 





x @)( 向きに注意！） 


その他：サイドアーマー • 基部 


あ2個作ります。 


IX ⑩ 





XC3 


P ⑯ 



そ 

の 

他 



[サイド アーマー • 本体] 


U ㉔ 

(向きに注意！） 


[サイドアーマー•アーム] 





[サイドアーマ ー ] 


[左脚] 


[右脚] 


[ボディ] 


[サイドアーマー ] 
※先に取り付けます。 


その他：サイドアーマー • 脚部の取り付け 




その他：グレネードランチャー用マガジン 


糸2個作ります。 

E ⑬と E ⑭ 



P ⑥と P ⑦ 



※こちらから 
先にはめます。 



その他：ウェイブライダ ー 用ノーズ • メインギア 



[ノーズギア•前] 


[メインギア•右] 


[メインギア•左] 



I 
























































※このページで使用するパーツは、 A . G . K . S . X . Y * 電池金具パーツ ⑯⑰ •発光ダイオードです。 


[本体里部] 

S ® (向きに注意！） 
(金具をはめた後にはめます。) 


コイン電池 
(CRT 220) 

多 b ㊀ 



※ビスの締めすぎに注意！ 
[本体基部] 


S ㉔ 

(金具をはめた後に 
はめます。） 



ず ■ ___27y 1 mm • 

C 



- ■: 

発光ダイオード C (赤） , 



i 


崁1^口（発光ダイオード）を点〇させた 


い方はコイン電池 ( CR 1 220 • 別売り） 
をこ•使用ください。 



_ ON 

スイッチを入れて 、 4 f 
点灯するか確認し 
てください。 



_ ヒ光シール© (最後にはめます 3 ) 

点灯しない場合 

1•電池の+—（プラスマイナス）は合ってい 
ますか。 

2. 電池は古くありませんか。 

3. 発光ダイオードの向きは合っていますか。 
4•接点が離れていませんか。 

接点が離れている場合、接点がつくよう 
に、発光ダイオードの足や電池金具を微 
調整して点灯するようにします。 



テールスタビライザー：コイン電池の交換方法 


ー ルスタビライザー：テールスタビライザーの完成 


※先に取り 
付けます。 


テール スタビライサ ー： カバー 



ー ルスタビライザー: 


ー ルスタビライザー： 


イント 


+ ( ブラスマーク) 
のある方が手前に 
なります。 


テールスタビライザー：電池金具 


テールスタビライザー： 本体 


テ—ルスタビライザ—組立 




















































































































































※このぺージで使用するバーツは 、 I 


• K • M • 


U . X . Y . S 池金具バーツ 



バネバーツ ㉔ • 麟タイオ-ド•リ-ド總•チ]-ブです 


0 


泰 


[右] 


U ㉗ 


X 3：9 

6 - 



X㉚ 




U ㉚ 


X㉛ 

(向きに注意！） 


K ⑭ 




ページ下のメモリに合 
わせて25 cm にカット 
/ しておきます。 

① ビス 2.0X4 


(先您ます。) 



[ウイング小] 



※左右作ります。 
、ウイング金具 B 




.考 


ウイング金具 A 


/ 


X㉚ 

d )、 







U 



S 光の 
ため シー 
ルを押さ 
えておぎ 
ます。 






ウイング金具 A に + ( プラス 測) 
ウイング金具 B に一(マイナス 
測) がくるように、ピン電池 
( BR 435) をあてて 
点灯するか51認し 
てください。 



[右用] ⑤ チューブ 

(4mm に 
切ります。) 


、 I 1 



遮光 
シール 
(先に貼り 
ます。) 




足の長い方 

ノ 

r 

発光ダイオード 
' A (黄緑） 


[左用] 

足の長い方 


発光ダイオード 
B (赤） 



⑤チューブ 

(4mm に 
切ります。） 


- 遮光 

シール® 丫④ 



このラインを 
目安に シール 
を貼ります。 





遮光 

シール® 
(先に貼り 
ます 。）I 


寄 

丫③シール @ 



※遮光シール®と®はスキ間があかないように貼ります。 


点灯しない場合 

1•霉池の十一（ブラスマイナス）は合っていますか。 

2. 霉池は古くありませんか。 

3. 発光ダイオードの向きは合っていますか。 

4. 接点が離れていませんか。 

接点が難れている場合、接点がつくように、 
発光ダイオードの足や®池金具を微調整し 
て点〇するようにします。 


※左右作ります。 
[右] 

[基部•右] 、 
[ウイング小] 


※リード線を図のように U 8 に通します。 


※向きに注意！ 

U ㉓ 




M ⑫ 


右ウイング小：黄緑 
(左ウイング小：赤) 


[左用] 


[基部•左] 




2個作ります。 


( g ) ウイングパネ 





U # 






※穴に合わせて 
はめ込みます。 




















t , +r+j++T t 



100 ( mm ) 


イン 


ウイング：ジ 


ウイング：ウイング大 


■注意 

_ 充電•ショート•分解•加熱 • 火中投入禁止。 
癱 他の金属や電池とまぜないこと。 

籲庚棄や保存はテープなどで絶雄のこと。 
※上記のことをお守りください。発熱•破裂 • 
発火の原因になります。 

_霉池は幼児の手の届かない所に黼くこと。 
飲み込んだ場合は医師にご相談ください。 


ウイング：電池金具2 


ウイング：電池金具1 



ウイング： 




■ウイング組立 



































































































































ウイング：本体 


5ビスの締めすぎに注意！ 


[ウイング大•右] 


③ ビス 2.6 x 8 


[カバー外側•右] 



リ站線 


先にカパー外側に 
リード線を取り付 
けてから2本のリ 
ード線を図のよう 
にミゾにはめ込み 
ます。 


リード線(グレー) 


[カバー内側•右] 



※先に取り付けますンク金具 E 


③ ビス 2.6 x 8 


リード線(グレー） 


[ウイング大•左] 



※先にカバー外側に 
リード線を取り付 
けてから2本のリ 
ー ド線を図のよう 
にミゾにはめ込み 
ます。 


リード線(黑) 


[カバー外側•左] 


[カバー内側•左] 



リード線（黒) 

①ビス2.0 X 4 

㉕ ウイング金具 E 


※先に取り付けます。 



#M© 


峻ふ 



X 38 

(向きに注意！） 





』こ I 意!) 





[ジョイント] 
(向きに注意 ！) r 






(向きに注意 





(向きに注意！) 


效へーソ公ハーフ L • M • IM • U • A • 电通兵ハ—•ノ必呀 C 9 〇 

H ※リード槔を取り付ける時、リード線の被覆ははがさないでください。 


11111 


ウイング：カバー外側 


ウイング：カバー内側 


ウイング組立 


















































































































































































※このページで使用するパーツは、 C •丨 • M • S • X です。 



ウイング金具上 測に +( ブラス 測)、 
ウイング金具下 測に一 (マイナス 測) が 
くるように、ピン 電池 （ BR 435) を 
あてて点灯するか確認 
してください。 



I 霉池の極性 


ビン電池 ( BR 435) 


点灯しない場合 

1.電池の十一（ブラスマイナス）は合っていますか。 

2•電池は古くありませんか。 

3.発光ダイオードの向きは合っていますか。 

4•接点が離れていませんか。 

接点が離れている場合、接点がつくように、発光ダ 
イオ ー ドの足や電池金具を微調整して点灯するよう 
にします。 



M ⑧ 


M ⑩ 



M ⑧ 


M ⑩ 


[右] 

(向きに注意！) 

S ㉙ 




X C8 






SC3) 




R ： 30 

U-xC8> 





[左] 



X 58 




V 



SS) 



(向きに注意！） 

S ㉙ 


ノ 








S ㉛ 
X# 



[本体•左] 


ウイング：裏 


[本体•右] 







5 





ウイング：ウイングの完成 


ウイング：可変 アーム 


■注意 

_ 充霉•ショート•分解•加熱 • 火中投入禁止。 

_ 他の金厲や®池とまぜないこと。 

•廃棄や保存はテープなどで絶»のこと。 

※上記のことをお守りください。発熱•破裂 • 発火の 
原因になります。 

•電池は幼児の手の届かない所に黼くこと。 
飲み込んだ壩合は医師にご相談ください。 


ウイング： カバーの 取り付け 


■ウイング組立 


































































































































































※このページで使用するパーツは、 F . J . O . S . X . Y * バネバーツ⑳⑳です。 



武器：ビームライフル•銃口 


X!59、(^i 




X㉚ 



〇⑩と〇⑪ 


〇(12) ©し ' Y E 


F ⑩ (反対側も) 
F ⑩ (反対側も) 



武器：ビームライフル • センサー 




@5ライフルバネ B , ^ 

(向きに注意！） J 



武器：ビームライフル•グリ ッ 



〇⑦ 


X㉚ 




糸8(9を倒します。 





、、怒 

S ! ⑲ 



〇⑥ 



武器： ビーム ライフル • フレーム 



[ビームライフル•グリップ] 


〇① 



武器：ビームライフル•本体 


[ビームライフル • センサー] 


[ビームライフル•センサー] 


[ビームライフル•銃口] 




[ビームライフル • フレーム] 








㉙ ライフルパネ A 




武器： ビーム ライフル各 パーツの 取り付け 


[ビームライフル•本体] 



※ビームライフルの変形は 
トランスフォーメーション 
マニュアルを参照してください。 























































































※このページで使用するパーツは 、 G • J • S • X •電池金具パーツ 3 こ 0) 〜 3=3 •発光ダイオードです。 


§ 



武器：シールド本体•下 



武器： シール 



イン 



X 53 




武器：シールド本体•下の完成 


G ⑤ 


※ビスの締めすぎに注意！ 



[シールド本体•下] 


[シールド 
ジョイント] 


ビス 



m A 



[シールドアーム • A ] 




\ 

② ビス 

2.0 x 6 


[シールドアーム • B ] 

※シールドアームを取り付ける前に 
ビス止めをします。 


武器： シール ドスイツ 




/- 

1 vVl 


1 

|| 〇 1 

i j 

に 
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武器：シールド本体•上 



武器：シールドボタン®池の入れ方 


[電池 BOX ] 


㉓ シールド金具 A 





S ®， 



LED (発光ダイオード）を点灯させたい 
方はボタン電池 （ LR 44 • 別売り）2個 
をこ•使用ください。 

[シールド本体] 
ボタン電池 （ LR 44) 

.0 


e 



© 


発光ダイオード D (黄緑) 




=r v |r 

[電池 BOX ] 合わせます。 





















































































































































































※このべー ジで使用する パーツ は 、 G • I • K .M •電池金具 パーツ ㉖ •バネパーツ ㉗ •チ ユーブ •特殊 LED 
• ピン 電池です。 



武器：シールド本体の完成 


武器：シールドの完成 



武器：シールドボタン電池の交換方法 


I ⑧ 




分 


※ビスの締めすぎに注意！ 

G ⑨ 




[シールド本体 •！] 


[シールド 

本体] 


※左右に同じように 
取り付けます， 



③ ビス 2.6 x 8 


[シールド本体•下] 


※注1 

スライドさせた 
時にスイッチが 
入り点灯してし 
まうことがある 
ので注意してく 
ださい。 




(注 1) 





[シールド本体] 



② ビス 2.0 x 6 



ボタン電池 （ LR 44) 



スイッチを入れて、 
点灯するか確認し 
てください 。 OFF 



!1 


ON 



点灯しない場合 

1•電池の+—（ブラスマイナス）は合ってい 
ますか。 

2.1 池は古くありませんか。 

3. 発光ダイオードの向きは合っていますか: 

4. 接点が離れていませんか。 

接点が_れている場合、接点がつくよう 
に、発光ダイオードの足や電池金具を徹 
調整して点灯するようにします。 





[シールド本体] 


[電池 BOX ] 



武器： ビームサーベル 


A 2 個作ります。 



3 










Q/M ⑤ 


Mb 



M ④ 





W 


6、m ② 


武器： 



ー ムサ ー ベル•グリッ 



K ビスの締めすぎに注意！ 


サーベル金具 A 


K ② 



⑤チューブ 
(4 mm に 
切ります。） 

K ③ 



武器：発光ビームサーベルの完成 


特殊 LED 


K ⑤ 


-6 


(3 


特殊 LED を回転 
させることで 
点灯の ON • OFF 
ができます。 




A ] ㊀ 


㊉ 


電池の極性 




K ④ 


g 

ビン電池 （ BR 435) ① ビス2.0 X 4 

©サーベル金具 B 


■注意 

春 充電•ショート•分解•加熱 • 火中投入禁止。 
參 他の金属や電池とまぜないこと。 

•廃棄や保存はテープなどで絶嫌のこと。 
※上記のことをお守りください。発熱•破裂 • 
発火の原因になります。 

•電池は幼児の手の届かない所に黼くこと。 
飲み込んだ場合は医師にご相談ください。 


[グリ 


ッ4 


点灯しない場合 

1. 電池は古くありませんか。 

2. 接点が離れていませんか。 
接点が離れている場合、接点が 
つくように、電池金具を微調整 
して点灯 T るようにします。 



武器：発光ビームサーベル • ビン電池の外し方 


::〇〜❾は、はずす顚番です。※サーベル金具、チューブをなく 


K ⑤ 




特殊 LED 



□ 



さないように注意してください。 
㉖ サーベル金具 


❸ | K ④ 

[グリップ I 

①ビス 2.0 x 4 



㉗ サーベル金具日 


ピン 電池 
( BR 435) 


0 110 ( mm ) 

























































































































































※このページで使用するパーツは、 K * Z です。 




[ボディ] 


[右腕] 


[ビームサーベル] 
卍2本あります 3 


※[ビーム]は 
[ビームライフル] 

の銃口に取り付ける 
ことも可能です。 
※[ビームライフル]を 
変形させる時は、[ビーム] 
を必ずはずしてください。 


※切り取る 


[ビームライフル] 


Z : [ビーム] 


完成：各部の取り付け 


[シールド] 


[左腕] 



※各武器のフックを引き出し、手に持たせることができ 



[発光 ビームサーベル] 
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♦零!(は， K 9 MIC パーツ％ KO 外して M してい家す.♦スプリング t 養った0741費 mv る崎に 》• 颺び出しに注靡し蒙しょう 




MSZ-006 ZETA GUNDAM 




WAVE RIDER 















































































TRANSFORMATION 

MANUAL 




•外 























©割通エージ I ンシー•サンライズ 


MSZ-006 

ZETA GUNDAM 

A.E.U.G. ATTACK USE PROTOTYPE 
VARIABLE FORM MOBILE SUIT 


MODEL NU.MBKR:MSZ 006 
PILOT:KAMIRU BIDAN 
HEIGHT: 19.8m 
WEIGHT:28Jt 
FULLROAD WEIGHT:623t 
MATERIAL:GUNDALIUM«T 
GENERATOR OUT PUT: 2,020 kw 
THRUSTER GENERATOR OUT PUT:112,600kg 
ARMAMENTSrBEAM RIFLEXl 
BEAM SABERX2 
VULCANX2 
GRENADEPACKX2 
SHIELDX1 


BANDAI 2000 MADE IN JAPAN 
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製作•文：勝之 


CHECK THIS BOX / 

fiffifS ： 20.00 OR 


ProJect Gundam Zeta 糊曲！パーフェクトクレードビクトリアルガイド 


MSZ-006 ZETA GUNDAA 


A 


MSZ -006 


ZETA G w 

也 • ふ， 溫 "W 


ft FHHUVTff 
負 n 


パーツ数 953 点(内ブラスチックパーツ 628 点、 
可動用ボリパーツ196点、ビス70点、電飾用パーツ 
54 iS 、 ダイキャストパーツ3点、シール8«)。パ 
ーツ数だけでもこのキットのすこさがわかろラと 

いうもの 〇 箱の大きさは、縦： 415ミリ x 横： 643 
ミリ x 深さ：130ミリでガンプラ史上最大。 

(板部と脚部の写真には■本的に右供パーツを使 
用しています） 


バンダイ 1/60 X ケルブラスチックモテル 11 バー フエ クトクレード 11 MSZ -006 ゼータガンダム 

多くの人が「ザクまでで終了するだろ 5 j と思っていた 11 パーフエクトグレード（以下 PG ) W シリーズに Z (ゼ ー 
夕）ガンダムが登場するとい5情報が、昨年末に各模型専門誌で紹介された。しかも、 PG ザク 1 F 型からほぼ1年 
という短期間でのリリースは、キット化を望んでいたであろうフアンにとっても驚くべき早さだったといえるだろ 
5。今月号とほぼ同時期の発売となるこのキットは、総パーツ数953点となり、 PG ガンダムから300点近くパーツ 
が增えている。 MG (マスターグレード）シリーズを組み憤れた人でも完成までに平均で15時間はかかるというこの 
キットだが、これまでのシリーズ同様、コンストラクシヨンマニュアル(組み立て説明書)どおりに組み立てれば必 
ず完成させられるようになっている。そして本誌では、これまでの PG シリーズと同様、パーフエクトグレード • 
ビクトリアルガイド （ PGPG ) を、全20ページ • 雄写翼点数327カットでお贈りする 。 PG • Z ガンダムをお持ちの 
方はぜひ製作の参考に活用してほしい。 _ 

立ての前に 

«ランナー枚数40枚。アルフアベットをすべて使い切ってしまっており、序雄の組み立てではパーツを探すのも 
一苦労。そこで、マスキングテープなとを使って付?！を貼っておき、本*などに立てておくと利別しやすいそ。 



使用ランナー： A 、 C 、 E 、 F 、 H 、 P 、 S 、 U 、 V 、 W 、 X、 WA 

電飾がなく、装甲の開閉もない部分なので、比較的組み立てにストレスを感じない部分。 

手首以外には左右の違いもない部分なので、左右の組み立ては同時に作業を進めていこう 


〇 


腕部 






①肩メカ部 



會 パーツ配肩関節用ブロックを U 15、 
U 16 で挟み込む。このとき*！两節用ブロック 
の位■を n 違えないよラに注意。完成後には 
ほとんど見えなくなる部分なので、雄装しな 
くてち OKo 


會 パーツ E 置騙明節と膦体をつなぐブロ 
ック。ボリパーツの向きをえないよラ注 
慝。この PG • Z ではこれまでのシリーズ以 
上にボリパーツか多いこともあり、各パーツ 
の形状か!■遍えにくいよラ考慮されている。 



f f f f 


ビスは全部で 4 種類。写真右から、 2 .Ox 4 (16 
本+あま0 2本)、 2.0 x 6(24 本+あまり2 
本)、 2.6 x 8 (1昧+あま0 2本)、 2.0 X 5座 
付 （4 本+あまり1本)となっている。 (2.0 X 
6はキツトでは銀色です） 


使用パーツ：(左右とも) U 15、 U 16、 U 20、 

XII 、 X 14、 ビス (2. BX 8) 



⑬前腕メカ部 

OH :ヒシ獅 

使用パーツ： 

(左右とも） U 29、 
U 30 、W B 、X 9、 
X 15 



命一 


♦パーツ 配讎〇写真を參 
考に各ポリパーツ （X 9、 
X 15) の向きを■通えな 
いよ5注應〇 メツキパー 
ツ (W 8) は穴の関いた侧 
を内!!に向けておくこと0 
ここか組みあがったら塵 
装派は塗っておこう。 



•パーツ配置1〇シリンダーが 
部 (V 6) は写真のようにスリッ 
卜か外を向く位黼にはめること, 
ボリパーツ （X 8、 X 10) は特に 
两題なく組めるはずだ。塗装派 
はシリンダー*部をココで*っ 
ておいたほラか楽。 






•パーツ 配置1で組んだブロツ 
クをヒジ B 節パーツ （ U 3 P、 U 
33) で 挟み込む。 メ ツキパーツ 
( W 1 D ) は先にシリンダー#部 
(V 6 ) にはめ込んでおいても 〇 
Ko 上篪メカ部の塗装はこの段 
階ですませておこ ヒジ明節 
の合わせ目の 56理もここで0 


CHECK 1 




上腕メカ部 


使用パーツ： 
(左右とも) U 32、 
U 33、 U 40、 U 4 K 
V 6、 W 10、 X 8、 
X 10、 ビス (2.0 X 
6 ) 


シリンダー基部 (V 6) 
とメツキパーツ ( W 10) 
は、はめ込むときの向 
きが決まっているので 
要注肅〇またこのパー 
ツは、はめ込んでしま 
ラと外すのがとても難 
しいので気をつけよう。 


BAZDAI 1/60 scale plastic kit TmRFmcT GRADP MSZ 606 ZETA GUZDAM 
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Perfect Grade Pictoria 



MSZ-006 z 

BAN DAI 1/60 scale plastic kit 

"PERFECT GRADE” MSZ-006 ZETA GUNDAM 

modeled by Takayuki Katsumata 




⑮シヨルタ ー ア ー マ ー メカ部 

( 左右とも ) C13 、 F3X2 、 P2K P2E. U31 、 ビス (2.0x6)x2 


峰 各フロック配置0 HB 節フロッ 
クはパーツ U 3】 にはめてから衡面 
パーツ （ P 21、 Pffi ) で挟み込む0 
後八メが難しい部分なので、塗装 
派は»注應 U スラ スターカバー （F 
3 ) は特に两 H なく組めるはずだ。 


♦すべてのブロックを組み合わせ 
れば_メカ部の完成0上 R と肩ブ 
ロックを組むときに装甲パーツ 
( C 13) をはめることを忘れないよ 
うに。またこの装甲 パーツは 丸く 
えぐれた部分の向きに注應しよう0 


畲 パーツ配置。 4 •丨で組み上げたブロックの 
上下を■違えないこと。サイドアーマー用ア 
-ム ( U 27、 U 28 、 X 7 >は特に明なく*§め 
るはず0塗装派はここで塞っておこラ。 






♦パ|ツ配黼。スラスタ|フィン部(0.1〇) 
の向ぎに注應。幅の広いほ5が可動部基部 
(写 R 左)を向 <。カバ—パ—ツ ( F 6) もそ 
の向きにあわせること。堕装派は明み立て 
前に*装しておこ ラ。 


没#各ブロツクの配震。シリンダ|蠆部(> 
X 5) はこの時点で塗£ておこう。手菌«に 
、はめるボリパーツ ( xffl ) の M 後上下を ■ 達 
P えないよラ 注應 すること。手酋カバ—は期 
X 腕を組んでしまつてからはめよう。 


_ 一 

: 4 麻 M メカ部«|面 (U 38 、 U 39 ) にはめるボ 
ヅリ—パ！ソ (XI 、 X2) は左右で形が 通 ラ 
^-ので注鳜。三角のモ|ルドかついている« 
By が外を向くようにする こと。 ここは S を 
@はめるスリットになるので、しつかりとは 
® め1 こう。 

13: 


耕 
























*前»の薄色いモールドパーツ ( F 4 、F 5) の向きを 两 
違えないよ5注憊。 



♦パーツ配霾〇各指 ( WA 1 〜 10) はランナーから切り 
離せば可動するパーツ。 WS ( WA 1、 WA 6) 以外は、 
非常に似た形状のパーツだが、畏さか違うので注應〇 
中指が一番長く、人8し指と薬指が网じ、小指か一番 
短くなっている。 


⑤ - 2 :本体 

使用パーツ：（左右とも ） E 3、 E 5、 E 6、 P 18、 U 21、 U 22、 ビス (2.0 x 6 ) 



⑦ - 2 :前腕2 S シヨ—アーマー 

使用パーツ：（左右とも ） E 9、 E 1 K E 12、 E 15、 E 16、 F 4、 F 5 




❹グレネ ー ドランチヤ ー 

®H :スライド部 

使用パーツ：（左右とも） E 4、 W 9、 X 17、 X 27 


使用ランナー： B 、 C 、 E 、 F 、 H 、 M 、 P 、 Q 、 R 、 U 、 V 、 W 、 X 、 

変形機構を持つため電飾がないにもかかわらず組み立てに時間がかかる部分。ただし、ここも腕部と同様、最後のエ 
程近く（内部ブロペラントタンクをはめる）までは左右が共通なので途中までは同時に組んでしまっても構わない0 





②ヒザ関節パネ 

使用パーツ：（左右とも ） R 9、 R 10、 
U 5、 U 6、 尊ヒザパネ A 


會パーツ配黼〇ヒサパネ A はパーツ U 5と U 6で挟み込 
むようにすること。このときパネの向きに注意。 




①股関節 

使用パーツ：（左右とも) P 14、 P 15、 


P 17、 X 5、 X 5 B 


會 パーツ配臞〇写興ではわかりやすいよ5に力 
バー パーツ （ P 17) を外してポリパーツ （X 5 ) を 
はめているが、実»にはボリパーツにカバーを 
はめてからパーツ P 15 に接縞する。このとき、 
ボリパーツの向きを两違えないよう注意《 
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@手首 


パーツ: (右) : A 16. C 14. S 1 、S 4 、 U 25 、WA 1〜5 
(左): A 17、 C 14 、S 2 、S 3 、 U 25 、WA 6〜10 






峰 ■ アーマ—は前後バーツ { E 15、 E 16) を取 
〇付けた後で上部パーツ ( E 9) を取〇つける 
こと。 


* R で唯一左右の a いのある部分 だが、 
■ 通える可齙性は少ないのでサクつと* 
んでしまぉぅ。 



♦パ！ソ配！ ■。シリ ンタ 
1パ—ツはビンの出てい 
る傷を基部 ( E 4) に向け 
て固定。ボリパ—ツ {X 
17 )の向きにも注憩。 


♦シリンタ—パ—ツ ( W 
9) と固定用ボ ' J パ—ツ 
(X 27 ) は凹凸部分の向 e 
をあわせること❹ 


♦特に«8のない部分。〇21をはめるときは||サィド 
ア—マ—をはね上げておくと 楽。 


BAZDAI 1/6 〇 scale elastic kit -PERFECT GRADP 











































Perfect Grade Pictorial Guide 


MSZ-006 Z 


BANDAI 1/60 scale plastic kit 

"PERFECT GRADE" MSZ-006 ZETA GUNDAM 

modeled by Takayuki Kafsumata 




④モモメカ部 

使用パーツ：（左右とも) Cl 、 P 2、 P 3、 U 4、 X 3 tL 
日モモパネ、ビス(2.0 X 6)、ビス (2.6 X 8) 


⑮足首メカ部 

⑮ -1 : ツマ先基部 S 力力卜 

關パーツ：（左右とも ） H 2 、P 1 、 P 4、 P 9、 X 20、 X 28 


會各 ブロ ッ ク E 麗〇この時点で組ん 會 太モモ側の シ リンダーはメッキパ 
だパーツは3-丨で組んだメインブーツ ( W 4) の上篇にストッパー用の 
♦パイブ 部分の外 ■ につけるパーツ （R ロックに取りつけてから反対側のパ ビン かあるので、 シリンダー 基部に 
K R 2、 R 5、 R 6) はそれそれスリッーツ （ R 4、 R 15、 X 〗3) をはめ、ビス差し込むときに向きを ■逋 えない よ 
卜にはめるようにすること。スライド 檐 止めする。シリンダー部(特に®面） う 注 雇 0 メ ッキパーツを通したらボ 
構をチェックしてみよう 0 はこの時点で塗装しておくといい。リパーツで固定しておくといい。 


■ — ■ 


使用パーツ：（左右とも ） R 


♦スネ 内部に®まるカバーパーツ 蟇 部のパーツ配パネを使ろ 額分 C 
ので、バネやパーツの向きを颺違えない こと。 

(D-2 

使用パーツ： R 4、 R 15 、V 1 、 V 2、 W 4. 
W 7、 X 13、 X 24、 X 33、 ビス (2.6 x ■: 


♦各 ブロック配臞〇特に W * いやすい部 
分はないはす。ヒサパネ A を固定するビ 
ンの位臞に注意0ヒザ裏のチューブ部分 
を塗装する人はこの時点までに塞ってお 
こラ0 


、 R 2、 R 5、 R 6、 M 6 




♦两®のメインブロツクのパーツ配靈〇 
ボリパーツ（ X 13) を他のパーツ （R 3、 
R 12) で挟み込む方式。 


♦ツマ 先 B 部は特に因 H のな 
い部分。力力卜の ツメ 8部 (P 
9) はボリパ—ツ ( X PO ) をは 
めてからカバ—パ—ツ ( H ~) 
をはめる方式。ボリ バ—ツ の 
向きを na えない こと。 


峰 太モモ接嫌用 n 節ブ□ックのパ—ツ配 ■。ボリ パ 
—ツ ( XSB ) 自体にビンがあるので、■通えることは 
少ないはず だか、 はめる方向には注應すること。 



























































I シ！ J ンター 

パーツ：（左右とも） P23、P24. V3X2、 

W13、W14、X36X2 


LEfi 


©-2 : 足首 基部 

使用パーツ：（左右とも) P 5、 PB 、 X 25、 X31X2, X35x? 



♦各ブロック配霾〇特に鱷しい部 
分はない。ツマ先基部を固定する 
ボリパーツ （ X 35) は、本来は足首 
■部 ( P 5、 P 8) 側にはめておく 
ものだが、写興では位■関係をわ 
かりやすくするため、ツマ先基部 
にとりつけてある。足菌メカ部は 
この工程の前後で塞装しておこラ。 




(サスペンション 



會 足®にサスペンションブロックを取り付け 
ればこのブロックは完成0 くれぐれもサスべ 
ンシヨンフロックの前後を圃遍えないこと。 



⑮ -2 :ソールカバー2 S 
シリンダ ー 

使用パーツ：（左右とも) Cl〗、C15、 
V7X8 、 Wllx? 


♦足苗カバー ( cn ) はナナメ前からスラ 
イドさせてボリパーツにはめる方式上 
下を■達えないよろ注意すること。 





⑮足首カバー 

©-1:ソールカ八 一 1 

使用 パーツ： （左右とも） 

C16、C17、HK H4. H5 


會 パーツ配麗〇ツマ先ソールパーツ （H 4. 
H 5 ) はあらかじめ H 4と H 5を組んでか 
らツマ先先篇部に取りつける。力力トカバ 
一 ( C 16、 C け)はソールパーツ （ H 1 ) の前 
にはめておくこと。 H 丨をはめるときに力 
力卜のツメはたたんでおく0 


♦パーツ配臞。シリンダー基部 (V 7) とメツキパ 
ーツ ( W 11) をはめる位■を■違えないこと。 




使用パーツ：（左右とも) C 9、 R7、R8、R11、X2K X32 



© 獅 




♦各 ブロック配 ■。スネ バネはあらかし 
め W 12 を通してから写興の位 ■ にと〇 つ 
ける。足 an 節ブロックには前後の違い 
はないか左右で向きをあわせておくこと* 
シリ ンダ I * 部(>4)と メ ツキパ—ツ 
(W 1 P ) の位 I を ■> えないよ 5に。 写興 
では シリン ダ—基部の*が前になる。 




♦足菌两節のパ！ソ配 ir ボリパ—ツ 
( X 3) の向きに注應 。 B 後にビスで固 
定する。 


BANDA 二 /60 scale plastic kit "PERFECT GRADE- MSS06 ZETA GUNDAM 
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使用パーツ：（左右とも) Q 2 





Perfect urade Pictorial Guide 


MSZ-006 Z 


BANDAI 1/60 scale plastic kit 

"PERFECT GRADE" MSZ-006 ZETA GUNDAM 

modeled by Takayuki Katsumata 



•二 



會 パーツ 配臞2〇 スリッ トがあるので A 、 
B で配臞を■違えることはないはず〇フ 
インを»する人はこの段階で塗ってお 
こう 0 


♦パーツ配 1 M 〇フィンパーツ （ Q 3 、 Q 
4 >は0定用パーツ （Q 2 ) にはめておく。 
フィンパーツの霾なり方に注恿〇 


♦スネ外側装甲餳閉用アーム (Q 9 .Q 
10) の パーツ 配疆。ポリ パーツ （ X 12) の 
向きは編み立て後にも修 S 可能0 

0^3: スラ スター 
2、 Q 3 X 3、 Q 4 X 3. Q 7、 Q 8、 Q 12、 Q 13 


♦會 スネ下«のスラスターを取り 
つけるためのボリパーツ （ X 19) に 
は两後があるので a 通えないよう 
注應〇幅の広い•か外を向くよう 
にする。このパーツを■違えずに 
はめると、外侧からみたときに面 
一になるはずだ0 


⑩プロペラントタンク 

®-2 :外側タンク ®- l :内側タンク 

使用パーツ：（左右とも) Ql 、 Q 6、 Q 9、 Q 10、 X 12 X 2、 X 19 X 2 使用パーツ：（左右とも ) Q 5、 Q 11、 X 26 xp 


會 スネアーマー固定用ブロ ツ クの 
パーツ 配漏。ボリ パーツ ( X 34) の 
向きにのみ注患〇 


# ブロック配靄。<、日ブ 
ロックはビンの位 ■ が R な 
るので取0付けの«に注雇1 


# ア—厶は外儀にモ—ルド 
のある«|をむけて装着する。 


♦ブロべラントタンクを取り付けた時点で脚の左右が決定する。 
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會股两節ブロックは左右で形状か似ているので 
■違えないよう注應すること。ビスを止めてフ 
夕 ( C 82) をはめる侧か«になる0 


峰 R 明書ではフクラ八ギカバー ( CIO ) 
をブロべラントタンクをはめるときに 
組むことになっているが、特に順番は 
H 供ないよ5だ0 




p 






♦パーツ配馨&〇ウェーブライダー時の 
固定用ビン ( U 24) はサイドアーマー襲側 
装甲 （ pn ) にはめておく。 カバー パーツ 
( C 19. U 2) はボリパーツがずれないよ 
ろ注]■してパーツ C 18 にはめること0 



L 



⑬脚カバ ー 

この部分から完全に左右でパーツが分かれるので■違えないよラ注應する。 
役明害にあわせて左右別々に明んでいこう。 

(DH : 太モモ，股関節ほか 

使用パーツ：（右) B 9、 B 10、 C 2 〜 6、 C 10、 C 22、 E 1^7(2.6 x 8) 

(左) B 4、 B 5、 C 2 〜 6、 C 1 fl 、 C 22、 EKl ^(2 ix 8) 


イドア ー マ ー 


組み立て18明害では Z ガンダム完成後に組むことになっているが、■に取り 
付けるパーツなので、この時点で組んでおいても OK 。 

⑲ • 1: ア ー マ ー 本体 

使用パーツ：（左右とも) C 18、 C 19、 Pll 、 U 2、 U 24、 X 40 x 2 


♦パーツ 

パーツ U 2の籣面 
にはめるボ 1 J パー 
ツ （ X 40) の向きに 
独 0 


ONE POINT! 


1 ip 


1 


1 












fj 

I i \ 


'一 i 

jji 

ri 

急 
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\ 

《 ン 
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r-ji 


① 


tm 


♦スネの各装甲は左右で形状が異なるので、 «■ えないよう 
注意 0 スネ正面装甲と左右装甲のラインが写真のようにつな 
がれば OK だ 0 


」♦スネ外側上段装甲 ( B 3、 B 11) にはまる寅色いモ 
會 スネ外！!中段装甲 ( B 1 、 B 8) は上下 ー ルドパーツ ( F 1 L F 12) は形が似ているので注服 
_甲をはめた上からはめること。 正しくはめれば装甲と面一になる《 


♦ヒサ アーマー 
(C 7) かはめづ 
らし合、太モ 
モを写真のよう 
に曲げておくと 
はめやすくなる 
はずだ。 


♦スネ内侧装甲 (B 6、 B 12) に 
はめる»色いモールドパーツ 
( F 13、 F 14) は左右で形状が似 
ているので注憊〇正しくはめれ 
ば装甲パーツと面一になる。 


®-2 :スネ内側カバー 

使用パーツ：（右) B 12、 C 7、 R 3、 F 14、 F 17 

(左) B 6、 C 7、 F 13、 R 4、 F 17 


♦ヒザ»節«面カバ|は内«(05)と外供 
(C4) で形か異なる。内 fll にはス リツ トが2 
本入つているパ—ツをはめること。股関節ブ 
ロックとヒザ B 節 fll 面カパ—をはめてから前 
後装甲 (C3、C6) をはめる。 fR 後装甲はヒ 
ザ n 節«面装甲のビンで固定す る。 


カバ—パ—ツをはめるときは、先 a 部を通してから 
ポリパ—ツをはめること。そうしないとカパ—が两 
きに << なるので注應。 


5Z0>- <ao —, 00 a Mm^,> oczoi 
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BAN DAI 1/60 scale plastic kit 

"PERFECT GRADE" MSZ-006 ZETA GUNDAM 

modeled by Takayuki Katsumata 


使用ランナー： A 、 F 、 G 、 N 、 S 、 X 、丫 

武器を除けば、今回のキットでおそらく最も組み立てが簡単な 

部分。沿飾部分もそれほど大変なものにはなっていないはずだ 0 




會ア タマ金 HB の配顯部右侧パーツ 畲ア タマ金興 A の配霾〇顯部右傷パーツ 
の上供のスリツトにあわせて写真のよう （ N 8 ) の下供のスリツトにあわせて写!! 
に金具をはめ込4：こと。 のように金興をはめ込むこと。 















































⑮ アンテナ 

使用パーツ: F 9、 R 8、 F 19、 G 3 




頭部の完成。 


①コクピット 



BOB¥ 

使用ランナー： A 、 D 、 F 、 G 、 N 、0、 S 、 T 、 V 、 W 、 X、Y 
霉飾こそないものの、変形する部分なのでパーツ数も多くシリ 
ンダーやパネの組み込みなどにかなり時間のかかるブロック。 
しかし、このパーツさえ組んでしまえば基本的な本体は完成。 
残るはウイングと武器のみなので、気合を入れてがんばろ5/ 
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^ '公 j .: 〆 ，， 〜 ル、 

: -1 二。、 

Y 1 I 

f|pi . 

ない〇を外に向けること。 


HE>w 





♦パ—ツ配 ■ 〃« み立て自体は BB 
ない。コイン 電池の電極の 向きを n 
通えない こと。 



♦ア—ムと霉池 Box の配 B 。 ア| 
ムの左右を ■ 通えないよ5 注*。 電 
池 Box を組んだら頭頂部をヒスで 
固定する。この時点でちやんと発光 
するかと5かチ H ツク しておこう。 



♦パ—ツ配！ ■。カ ミ—ユ { Alor コンソ—ル {Y 
5) の ■ にシ—卜(〇24)に«み込む。 a 装派は組 
み立て前に^::—ツを*つて おこう。 コン ソー 
ルは WR (ゥ1—ブ•ライダ—)時に点灯可能な 
ので， 正面を塞装するときはクリア—カラ—を 
使用するといいだろラ。パイロットやコンソー 
ルは外れやすいので、 接着してしまつても OK * 



BAZDAI 1/60 scale plastic kit TmRFmcT GRADE" MSZ 606 zmTA GUZDAM 































Perfect Grade Pictorial Guide 


MSZ-006 ZETA GUNDAM 

BANDAI 1/60 scale plastic kit 

"PERFECT GRADE" MSZ-006 ZETA GUNDAM 

modeled by Takayuki Katsumata 







會 パーツ 配 靈〇 コクビット カバー 申 
アーム ( S 12、 S 13) と本体接« 用ア 
ーム ( S 23) をつなぐポリ パーツ> 
46) の向きに注應。写真の位靄て バー 
ツが固定されるよラにすること。 


♦八ツチの向きを■違えないよう注意〇スリ 
ツト状のモールドが入っている供が上になる。 
左右パーツの合わせ目か気になる人はヤスリ 
がけだと八ツチを傷つけるかもしれないので* 
ブラ板などを貼って®理しておこラ。 

ア ー マ ー 

ツ：（右) A 22、 O 20、 Wl (左) A 23、 01 9、 W 1 

I 黍パーツ配臞〇 e — 1で組み立てたパー 
ツは アーマーパーツ ( A 22、 A 23) の 裏に, 
メツキ パーツ (wn は アーマー メカ パー 
ツ(019、02 0) の襄にはめて左右を組み 
含わせる《 


晷 パーツ配黼〇アームパーツ （T 7 
〜 10) でボリパーツ (X 4 、X 6 ) を挟 
み込む方式0ボ 1 J パーツの穴の向き 
を■通えないよう注意しよう。この 
フロックはこの時点で盩装しておく 
とべター。 


©サイドフレ ー 厶 

©-1:アーム 

使用パーツ：（右) T 7、 T 9、 X 4、 X 6 

(左) T 8、 T 10、 X 4、 X 6 



ョイントアーム 

S 12、 S 13、 S 23、 X 46 


CHECK! 


峰 パーツ紀臞〇シリンダー* 
部とストッパー ( S 37、38) は 
メインフレームメカ部 （ T 5) 
の写寘の位觀にはまるよラに 
なっている。特にストツパー 
の向きを颺邋えないよラ注意 C 


{ ③メインフレー厶 

1 

使用パーツ： D 7、 D 8、 S 37、 S 38、 T 5、 T 11、 
5 T 12、 Vllx 2、 W 5、 W 6 



峰 シリンダ—基部 { v ll r メツキパ—ツ ( w 
5、 WBr fl 部左右上面装甲 (D7 、 D8) は、 
あらかじめサイドフレ—ムに取りつけてお 
<。シリン ダ— S 部以外のパ—ツは左右で 
形状が似ているので圚遽えないよラ注憲。 
















































®-2 :首 

使用パーツ： N10 、 NIK X49 


⑬スライド ブロック 

©-1:スライドメカ部 

使用パーツ： F22 、 T13、TR X49 
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ONE POIN 


♦左右臃部装甲のパー — 
ッ配 ■<> 開閉用ァーム 切ノ |\フ 
( T 15) の向きに注應。庙田パ _ 、リ 
一度組んでしまうと外 m J 
しにくい パーツな ので、 

■遍えないよラにしよ 
ろ。 * 装する人は組む 
前に。 


♦コク ビット カバー 
( G 〗 U を取りつけると 
きは接嫌用アームを引 
き起こしておくと楽。 
アームの後ろを指で押 
さえておくのを忘れな 


⑮ボディカ八—— 


DK D2、D 
G1K T15X2 


菌躅りの装甲にはビンが投定さ 
れているため、一度はめると外 
すのは困鼸。あらかじめ塗装し 
てから_むか、ビンを期って後 
八メできるよ5にしてお<とい 
いたろラ。 


會 スライドメカ部に苜と頭部、菌 a りの 
装甲 ( F 22) を組み込む。苗躅〇の装甲は 
正面からスリットを通すようにすること, 


CHECK ! 


♦ 4 一 1で組み立てた肩部 フレームに メカ 
部 (023) をビス止め。そこにコクビットブ 
ロックをこれもヒス止めする。メカ部の塞 
装はパーツ状態で行っておいたほ5がいい 
だろラ。 


♦インテーク （ F 80、21) には左右の遽いかあ 
るので注應〇ビンのある*か下を向<〇まず 
このインテークを フレームに 組んでから下面 
装甲 ( D 3 、D 4) を組むこと。 


♦パーツ配霾〇胸部フレーム (013, 014. T 2, T 
3 ) はサイドフレーム上部のビンを挟み込むように 
する。そのとき〇パーツか外側に来るのだが、 T パ 
ーツの向きを■違えないよう注 賺〇 臓を下ろしたと 
きに T パーツのビンが下を向くよラにするのか正解 < 



5za>- <s 050m- 2 ^M,ooa Mm^> oczo>§ 


♦パ—ツ 配！！。 スイッチパネは H 面装甲 (D 
9) に固定されるようになつているのだが、 
とうしても外れるという人は ■■ 接な 
とで固定してしまっても〇<。ボリパ|ッ 
(><70)の向きを|8通ぇなぃょぅ注雇。 


♦パ！ソ配匾。ポリパ|ツ(><49)には 
上下が存在す るが、 特に！1遽うことは 
ないはずなので、サクっと組んでしま 

お* つ。 
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Perfect Grade Pictorial Guide 

MSZ-006 ZETA GUNDAM . 

BAN DAI 1/60 scale plastic kit 

"PERFECT GRADE” MSZ-006 ZETA GUNDAM 

modeled by Takayuki Katsumafa 





















♦股两®の板を取 0 つけるためのボリパーツ 


： «X07l 
とに0 


( X 51) はこの時点ではめることに0向きにの 
み注憊すれば OK 。 





會クビパネは 
からスライド 
上に押し込む< 


♦ メインフレームに固定するた 
めのパーツ (T 4 ) には上下と前 
後かあるので■違えないよう注 
患0凸部のある*が上、円钃形 
の部分か飛び出した部分が前に 
なる0 


會パーツ配黼〇特に鼸しい部分 
はないはずだが、シリンダー基 
部 ( V 8 、 V 9) の位臑を■通え 
ないこと 0 V 8か前 ，V 9か後ろ 
にはまるよラになっている。 


@-4 :バネぼか 

使用パーツ： X 51 X 2、 ⑬クビパネ、ビス (2.0X6 )xn 






ド：： 




•ソ 

キ 

の0 

* ツ 

実 I 
( 

〇ノ 

SS 

でか 

のの 

るる 

あい 

かて 

右れ 

左ら I 
cttp ♦ |見ま0たく网|形状 
ネクの ■ 部装甲用ア—ム (T 
3/\ ,、ノ 17 、 T 18 ) にも左右かあ 
£ “る。とちらも突起のある 
會卜«が上になる。 


♦スライトメカ部はスライドフレ—ムのレ—ルにメカ部下の 
スリツトをはめるようになつている。前後を na えないよう 
注應。メカ部は完成後にはほとんど隱れてしま5上に可動す 
る部分なので、無理に塗装する必要はないだろう。 
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會 パーツ配 ■<> バーニアノズル ( G 6 、G 
7) は大きさか遽ラので注應。ノズルの外 
II まで赤いのは拉定どおりなのだが、気に 
なる人はこの時点で塗装しておこ5〇 


會 パーツ 配匾〇マウン 
トラッチ用ボリ パーツ 
( X 47) の上下を W 1 え 
ないよラ注恚〇表から 
見てスリツトと同じ形 
なら OK 0 


⑬腰アーマー(正面) 

:センターアーマー ®)- l :フロントアーマー 

使用パーツ： A 19、 D 6、 017、 S 11 X 2、 使用パーツ：（右) AM 、 Q 2 P , XB 8 

S 18、 W 3、 X 71 (左) A 15、 021、 X 67 





⑩ 一 2:バーニア 

使用パーツ： G 6 、 G 7 x 4 、 N 9 


⑩腰アーマー(背面) 

®- l :リアアーマー(表) 

使用 パーツ： A 26、 X 47 X 2 




會パーツ配漏。可 B 用 
ボリパーツ ( X 67 、XB 
8) には左右の違いかあ 
るので Wi えないこと。 
それ以外は特に两題な 
いはず。 


會 本体への取り付け。メッキバー 
ツを股関節ブロ ッ ク正面のシリン 
ダー基部にはめ込み、腰上部のボ 會 パーツ配黼。日一1で組み立 
リパーツにセンターアーマー上部てたフロントアーマー固定用の 
のビンを接嫌する 0 股两節の板フ軸 ( S 1 U はポリパーツ （ X 71) に 
ロックを固定するためのパーツはめてからセンターアーマー* 
( S 18) もこの時点ではめておこう。部 ( A 19) の裏に接嫌 0 メッキパ 
センターアーマー正面カパー ( D —ツ ( W 3) はセンターアーマー 
6 ) は先にはめておいても OK だ〇メカ部(◦け)にあらかしめはめ 

ておく。 





■ 

P 

【〇 


峰 パ—ツ配黼。 WR 時の固 

定 CU ン (s 14、15 ) の向き 

に注應 。メ ツキパ—ツ (W 
2) は HI が外に出るよラに 
する こと。 


峰 パ—ニアフロックはリア 
ア —マ— •■«! カバ — {A 
27 )に取りつける。この後 
リアア—マ— •»«*<1 
( A ?6 ) を被せて終了。 



PERFECT GRADE" MSZ606 ZETA GUZDAM 


BAZDA 二/ひ〇 scale elastic kit 


峰 パ！ソ配 ■。ボリ パ—ツ 峰 パ—ツ配| 。_ パ—ツを 
(X 41 ) は凹モ—ルトのある可 B 用フレ—ム (S5 〜 8) 
M が典になるよ ラ、 股 n 節で挟み込む。 

fa ( s 9* s ] 0 ) にはめること。 












































Perfect Grade Pictorial Guide! 


MSZ-006 ZETA GUNDAM 

BANDAI 1/60 scale plastic kit 
"PERFECT GRADE" MSZ-006 ZETA GUNDAM 
modeled by Takayuki Katsumata 



点 


発光タイオー 
卜と各金興の 



♦ WRK に ヒー 
ムライフル » 
定するた aocf 
リパー ツ ( Xt : 
は パーツ K 11 C 
はめ込んて，て 
パーツ Kl »€« 
める 方式* 


會 本体への接«アームのパーツ配霾 0 
特に两 *1 となる部分はないはすだ。 


t テールスタビライザー供のシヨイン 
トアーム墨部 ( K 13) はスタビライザー 
上部の穴の形にあわせてはめるよ5に 
なっている 0 


⑱一2:ジョイントア ー 厶 
使用パーツ： K 13、 S 2 K S 22、 X 64、 X 72 


⑧ジョイントア ー 厶 

( D —1 :ジョイントブロック 

使用パーツ： K 10、 Kll 、 X 66 


會 B 光シールは発光用クリアーパーツ （Y K Y 2) 
のモールドかある面に貼る。できるだけスキ■かで 
きないよう貼ってやろラ〇 


( i 発光部ほか 

使用パーツ： A 13、 G 2. YK Y 2 

連光 シール （ウ） x 2、 
ビス (2.0 X 4) 




TALE STAB_R 

-ルスタビライザー 

|( D ® 池金具 

使用 パーツ： G 10 、K 1 、 K 8、 S 16、 S 24、 X 73、 

伯(スタ ビ金具 A )、 w スタピ金具 B 、 

発光タイオード - C (赤） 、コイン 電池 ( CR 1220) 

* コイン 電池 ( CR 1220) は別売りです。 


峰全パ|ッ配靄。電池日〇><をスラィトさせるときに金興 
を曲げた〇しない か、また、 ちやんと発光するかど-つかも 
チ H ツクして£こラ。 


♦スィッチ (S 16 ) の配 
■。金興を固定してか 
ら スイッチを はめる。 
写興を筝考に上下を ■ 
遍えないよう注應❶ 


♦電池 Box 。 コイン 
«池の向きを BRS える 
と発光しないので気を 
つけよ ラ。 


峰全金具配靄❶ 


♦クリア—パ—ツはメインフロックを明み立てた後には 
めるのだか I 広<なつた部分から8し込み、メインブロ 
ツクのスリツトにビンかはまるようにすること。 


♦スタビ金 llBffiSIr メインブ a 
•>ク中央の固定用スリ>卜{上«|)に 
はめる S か、 その上部にあるビンに 
4 P 固定す る。 


















































































TALE STABILIZER 

テールスタビライザー 




®)— 3 -力八—— 

使用パーツ：！<9、 K 15、 X 45 X 2 











































會邏光シールの貼り方。実嫌にはア（写興 
左）とイ(写真右)の两方を貼る。アは絶緣 
チューブをほとんど*すよラにして光が a 
いようしっかりと貼り合わせておくこ 
と0シールが靈なる部分も切らずにおいた 
ほ5がいいよ5だ。 


會 チューブを4ミリに切ったものを4本用應 
して、 発光ダイオードの足に a しておく。発 
光ダイオードはクリアーパーツ （Y 3、 Y 4) 
にはめるのだが、そのとき左右を B 遍えない 
よろ注鱖し(黄»か右）、畏いほラの H がクリ 
アーパーツの内侧を向くよろにすること。 


♦チューブは発光サーベルでも使5ので、この段格 
で使い切ってしまわないよろ注憲〇 
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BAZDA 二 / 60 scale plastic kit TmRFmcT GRADP MSZ606 zmTA GUZDAM 















































Perfect Grade Pictorial Guide 

MSZ-006 ZETA GUNDAM 

BANDAI 1/60 scale plastic kit 


"PERFECT GRADE" MSZ-006 ZETA GUNDAM 
modeled by Takayuki Katsumata 











蜂 金具 B の配画。こちら 
はスリツトの左側に困定。 
こちらも金興上部の丸い 
部分か写興の穴から少し 
飛び出すよ5になって 
いる。 






• MS 時にウインクを固 
定するためのポリパーツ 

( X 38) o ウインクカバー 

にと0つけるボリパーツ 
の中で、これか最も向き 
を M えやすいと思われ 
るので注恿〇 8角形のモ 
ールドのある側が見える 
ように取り付けること。 

♦ WR 時のウイング固定 
用ジヨイント A の配讎〇 
このパーツを折りたたん 
たときに側面が面一にな 
るのが正解。 


金興と発光タイオードの 
接雄部0ここのスリット 
はやや広めに投定されて 
いるので、タイオードの 
足と金興がしっか0はま 
るよ5にすれば OK 。 


: HECK_ 

\ I 


♦ウイング小 （ 丨 5) には 
めるポリパーツ （ X 39) の 
向きを閜遽えないよラ注 
So 凸部かパーツ*にく 
るよラにすること0 



る通ゥ 
，えイ 
がなン 
金いグ 
興よ 金 
C ラ 興 
に注の 
な應 C 
る 0 と 
0 キ D 
ッは 
卜形 
で状 
はが 
«似 
色て 


0)-1 :ジヨイント ⑧ ウイング カバー 

使用パーツ： （ A ) U 26 X 2、 X 62 X 2( B ) U 34 X 2、 U 35 x ? 
S ウイング金具 CX 2、 i ウイング金具 Dx 2 


l m ^ ♦ジョイントアーム A のパーツ 
つの配靄。ボリパーツ （ XB 2) にビン 
i £がついているので、それを本体 
^ * パーツ （ U 26) に趣し込めば OK 。 


♦パーツ 配■】〇 
fl 向板 ( M 7) を 8 
し込むためのボリ 
パーツ （ X 55) は 偏 
向板と組み合わせ 
てからとりつける 
こと0 


I ♦•パーツ 配醱2〇 
メインギアを 固定 

1 する ためのポリパ 
ーツ （ X 37)。 上下 
を »遵えない よう 
‘ SMo 


@-2 :カバー(外《 

使用パーツ：（右) M 7, N 1, L 2, X 37, X 3 B . Xr 
_(左) M 7、 N 2、 L 4、 X 37、 X 5 

I •これ以萌に篇み 
立てたウイング蓽 
体にも n 篇灯で c 
左右の違いか存在 
するので、組み2 
てるときに Btti 
ないよろ注靡す & 





©-3:ウイング小 

使用パーツ：（左右とも）12 、I 5, X 39. 

S ウイング金具 A 、 

垣ウイング金具 B 




♦金 Kc と〇の配|。ショィント00の本体{:3 
35 )のビンにはめること。ビンから上»までの 
畏さか左右で a うので na えないよう注 B 。 こ 
れに反対 II の パ—ツ (U 34 ) をはめれば OK だ。 


♦各フロックは3;1で組んだウィング大1には 
めること。ア—厶部の上下やカバ—とウィンク小 
の位黼«係に注應。ア|ムやウィンクを*装する 
人はここまでに終わらせておこう0 



























































5 :各苗装甲など 

有パーツ：（左右とち) C 23 
8、 M 10、 ビス （2.0 X 6) 


會 組み立て K 明書にあると 
おりに アームを 折りたたみ、 
写麋の位靄でウインクに接 
嫌する。 


會各パーツの位 m 係。儀向 
板 ( C 83) はボリパーツにはめ 
づらい钃合があるので注意 P 
パーツ M 8はビス止め»を隱 
すためのパーツなので、パラ 
すつもりがないのであれば接 
牖してしまっても橘わない。 
先篇部分のカバー （ 丨 】 、 I 
3) の合わせ目が R になる人 
は®!!しよラ。 


#リ|ド*の配 ■。順と グ♦金 IIE を写 ■ の向きでビ 
レ—をはめる位■を■違えス止 め。 金興の形状を nia 
ないこと。ウィング大のとえないよぅ注賺。 

きと同 樺、 スリットに固定 
でぎるよ5になつてい る。 


BANDAI 1/60 scale plastic kit TERFECT GRADP MSZ-006 ZETA GUZDAM 






















































Perfect Grade Pictorial Guide 


MSZ-006 Z 


使用ランナー： C 、 E 、 G 、 J 、 P 、 S 、 U 、 V、 X 
本来シールドはさほど難しい パーツ 構成ではないはずなのだが、 PG.Z の場合、 W 
R 時の興 S 灯およびコクピットコンソールパネルの電池巳 OX を兼ねたブロックにな 
るため、3飾金具を使用する。それによりやや組み立ての難しい部分になっている。 




G 1 




酬パーツ： 








♦発光ダイオードの Mo 
シールド先纗部(外供)中央 
にあるスリツトにダイオー 
ドを e 定〇ダイオートの足 
の！!いほラか右を向くこと。 


峰 金興 C の配臞〇シールド先 
篇部(外侧)下にあるスリット 
の上侧に達し込み、金興上部 
を專用モールドにはめる。 


會 シールト本体表侧のノーズ ギア aa 
用ボリパーツ （ X 77) をはめ てから赤 t 
ブロック ( G 8) を被せ、 その上から力 
バーパーツ (G 5 ) を取りつ ける。 


ジョイント部のパーツ配漏0ア 
ム A 、 B を取りつけるためのボ 
パーツ （ X 57) の向きに注意。 


S 35、 S 39、 S 40、 S 43-46. X 57 X 6、 ビス (2.0 x 6) 


ツ： G 5 


WR 時のウイング固定用ボリ パーツ 
( X 44) には上下があるので注意0シー 
ルド先篇部(外飼)にはめるときに幅の 
広い■が上にくるようにすること。ま 
た、取り付けのときにシールド先篇部 
とボリ パーツの ■に スキ 颺が できない 
よラにすれば OK 。 


會 MS 時に授_の穴にはめるカバー （丨 
も上下がある。シールドの内供に凸 モール S 
くるのが正解 0 たた、 BW えても大きな 颶_ 
はない。左右の向きさえ Ki つてい なけれ U 
K だろ〇。 





②シールド 先端部 
©-1 

パーツ： G 12、 丨8 x 2、 S 34、 


犯}。傑 M わ！*に金 
懦緣雷 (7)2 金合先<8に。 

T 黄配俩にをド右卜る 
PD (の裏み分ルのッす 
pyB チこ部|8)リ定 
191ッ A いシ相ス固 
卜金ィの丸るを 
jga # ス £( のせ部あ II 

• •光 

3 - a へ 
nc k 



32峰金異0の配||。シ|ルド先«部(外側)下のスリット 
G の下<8に*し込み、中央付近にあるスリツトに金興上 
#部を固定す る。 


# ア—ムのパ—ツ構成。 A、B でパ！ソの形状 
が若干異なるが、各パ—ツの構成はぼぼ同じ。 

K 明！！ど£0に組めば ■> 5心配はないはずだ。 


にの 
部な0 
■部ラ 
の動よ 
S 可け 
体しつ 
本だを 
はた気 
部。は 
卜るに 
ンすぎ 
イめ a 
m 止め 
ジス雄 
會ビで 


♦全金具の配黼。金興|;1をまず最初に 
はめ、次に金興0、金興已は最後には 
める。タイオ—ドは金 RC と D で挟む 
よ 5に固定す る。 この 後、シ— ルド先 
，篇部{内«: G 1) をはめ ておく。 



/ 


♦パ—ツ配■ 。 «臃用スイッチ ( S 34) の向きを na えないよ5 
注應。襄籣のモ|ルドの向きが*^3*をひ0く〇返したょぅな 
状*になつているのが正解。 


# ァ|ム各ブロックの位||两係。ジョィント部 
にはボリパ—ツ ( X 57) 以外にシ—ルド側ア—ム 
についているビンで固定する方式。 












































































會シールド本体への配漏0シールド先篇部(外供)を上にして 
電池が落ちないよう BOX をはめ込 to 先纗カバー (G 9) の 
向きを颺遽えないこと。電池 BOX は 2.0 X 6でヒス止めす 
る。最後にシールト本体と先纗部を 2.6 x 8でビス止めすれ 
ば完成0 


使用ランナー： E 、 F 、 J 、 K 、 M 、 〇、 P 、 S 、 X 、丫 、 Z 
武器そのものは決して多くない Z ガンダムだが、八イメガランチヤー以 
武器に発光や伸縮などのギミックが採用されている。そのため、組むのに 
パーツ構成の都合上、 Z ガンダム本体に比べて合わせ目の目立つ部分が多し 




(5>2 :センサー S グリップ 

使用パーツ ： J 7 、 J 8、〇6、07、 S 19、 

X 80、 Y 6、 a ライフルパネ B 


會 センサー部のパーツ配 
パネ B は前後か似ているの 
で向きを№1えないよう注 
應〇クリア ー パーツ （Y 6) 
を塗装するならこの段■で, 
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會 パーツ配冒。«ロバーツ(010 〜 12、 Y 8) 
はあらかしめ組んでおく。合わせ目が気にな 
る人は J 6 理しておこう。内側にはめるボリパ 
ーツ （ X 79) はビンのある側か上を向く。获身 
を本体に固定するためのボリパーツ （ X 54) や 
黃色いモールド （ F 10) はこの段18ではめてし 
まおう。クリア ー パーツを塗装するならこの 
段階で。 



(3>4 : 本体 

使用パーツ ： J 9、 J 10、 〇 5、09、 
X 78、 X 81、 》ライフルパネ A 


會パーツ配麗〇特に B しいポイントはなし。 
WR 時に本体に接縞するためのビン（〇 9、 
X 78) の向きにのみ注患。パネ A は«身をは 
める®に a しておくこと。センサーブロック 
や«身、パイブパーツ （◦ 5) など挟み込まれ 
るパーツの*装はこの段鵰で〇 




♦パーツ配黼。1 -2 で組んだクリッブはこ 
こにはめることになるので*装するならこの 
段港で。各パーツの向きを K * えないよう注鼠 



§グレネ ー ドランチヤ ー 

使用パーツ： E 13、 E 14、 P 6、 P 7 


♦パーツ配黼〇あらかしめカバー 
( E 13. E 14)、 クレネート薄 （P 
6 、 P 7) を別に組んでおき、ク 
レネード薄の後部ビンをカバーの 
後部スリットにはめる。それを麯 
に回転させれば OKo 




會 E - パックのパーツ配黼〇特に難しいボイ 
ントはなし 0 サクつと組んでしまえば OK 





ボタン電池 （ LFW 4) は別売りです, 



①ビームライフル 

0>1:銃口 

使用パーツ： F 10 X 4、 J 3、 J 4、 
010〜12、 X 50 X 2、 X 79、 Y 8 



Cb * 3 :フレ ー ム 

使用パーツ： 〇】、02、 S 17、 S 20 



( D -5 : E - パックほか 

使用パーツ： F 7、 F 8、 J 5、03、 

04、018 



♦本体の興色いモールド P 7、 F 8) の向きを ■ 
通えないこと0 
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SNJIJiJb) 

池曰 OX 

使用パーツ： G 9、 S 42、 33 シールド金具 A 、 ビス (2. 0 X 6)、ビス(2.6 x 8)、ボタン鼋池 （ LR 44 )x 2 



峰金興八の配|。向きを||遽ぇることはほ 
とんどないはす。金興か落ちないよラしつ 
か〇と固定しておこ I つ。 



♦電池の配靄❶上下で電池の向きか遽ラの 

で注患。 


5Z0>- ^OQ-Q ^u-Q^-n ^ QCZ0>2 
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Perfect Grade Pictorial い uide 

AASZ-006 ZETA GUNCAM 


BANOAI 1/60 scoU plosbc bt 

•P 6 RFECT G«AD€ # MSZO 06 ZETA GUNOAM 

by Tokoyuki Ko»uimoia 


この夸ットの « l 力 ！ T KS * や人の！！ OT 1 して 
やこの p ガィ FT わらないと*い|す 
やはり • C 分で * K し \ M み- K 5： •い：-り4 
わしてこ文初めてその bt 5 C 的なボリ a —ムとギ 
之7 ク^！夸 V 卜です - « かに！0|\ 

loT ! HKS ;># ua *» T 分かりづら Vo です 
が • W •とこの P ガィト^ MT に—パ—ツず〇 

tmtT§pf ^ f 

ずです • 

金»€で||-<で名ない人は：ガンバッテぉ金を 
»めて下さい•それと IKt た人 U •なるべく作 
0てやり1しょう • fcKUt ? ずとスミ入れだ 
けすれば大分8#-^>がい—す ♦ 最馕に塞に瘺 
銕す6人、 SHIWJL 1 くらしい食わせ〇•が 
Ifr 々あ6の 1^8 いで at / 

{ ft に^^に 6 PGZ IX の大 » 年 V 卜 u 、 tu 
出ないと •> い1す* ZH さのそデラ—な其 
で- PH * してみて下さい•，つと#す 6 U ずで 
^それで2^2«，の|»乂でした、 


















•ml®1B*u4^l>d/wet:MBirf^laJC<>KaKo 

tnsrscsx^it^s^^ tf 


りフライング アーマ I とのね 、！ w «& 
n クビツト^ < f 7 させるギ龙ツクに U 、 バンダイ 

の謂兹に HR ? 下が6だけでて 



l * m だけちょつと！？にな I があり 1 T •先 
U ど！■いたょぅ1^今曲シ|ルトが霉«80>< 
S タン！^? S にな 〇 ているのですが•その ■ 
JttuMSIT に ivJM すると匕ジ«»か支又， 
れすへク V てし—い1す •一 *パラしているため 
か0しれ I せんが •« み上けてすぐの g でへク 
V ていたので BI か H つと\>^なるのか： % 1ぁ、 
n 着でさ〇 くす na いいん Tr が•この重$をボ 
リ ITJ ^ X 龙るの UXK " でし飯しい uf 5 
の«免に期«し|し2ぅ(：|*^;^||〇04 


■PROFILE 

か0 tfc •たかゆい今)[人 
のバンド*ゥィルべ 1 ||.の| 81 ァルバム£* 

^v«UK7J/r<oarSUKa7^s*Bllo 

2 AU チ X 7 ク/ それと次 eaoJMKroas 
CHQ 9(« CH パンダイ#》 



■f ft 


#メィン奉 79 
ビンの CSy 


♦ t mui ylilloftf ユ — プ 1 > 

r«<* ASAS0if^9 Aasfl9 

k レない m^lr 


2 了へ ル OCC の H9 ： €ir9-iuoMMcv 

SN/OF^rs2%$p VO^TSCa 

ssaossaK. isn^ 

ou<l% INP u n ない » • co7MMUA 裳 A 
の l!llB»»er l% efce •鱗 1 | 1 它 0 6*_ 


#lAeMr —AGIMI 

c 2809 U -77 C 57 

K ザ tltth enr i% $p^ 

cu a 6^ Mr / c JL _”$ 

us < sotnr ^ s^c 

a め f ソ v KUBt 


#XBS8* —Ads 

CT 8 cs ^ v 7 hcA » 

ss^rn 






























Perfect Grade Pictorial Guide 

MSZ-006 ZETA GUNDAM % 

BAN DAI 1/60 scale plastic kit 

"PERFECT GRADE" MSZ-006 ZETA GUNDAM 

modeled by Takayuki Katsumata 








ここではこれまでの情報でフォローしきれなかった 
PGZ の機構についてほんの少しだ JiS 介しよ 


検証/敝ら外さないシールド^ m " 

f PGZ のシールドアームかどうしてあんなに複轅なのかその答えは、 f シールドを臃から取り外すこと 
なく MS から WR に変形 可能 だから j しかし、パンタイの開発担当氏にさえ「難しいかも…』と 8 わしめる 
この機構 0 はたして本当に腕から外さずに変形でき5のか9編集部 担当 か 邏 縞 写輿で その機構を B つてみた。 
(写麋 に編集がない (？） ことをお確かめ 下さい： 笑） 



4 シールトの軸を中心に90度弓 I き起こした状»〇 3 左 R の軸を中心に逆詩に90度回&〇 2 シールトをアーム中央のボリパーツを _ にし 1これ か豌を折り込んた状*。これまて (tZC 

て下方角に180度引き起こした状態。 キットであれば、シールドを外して中央に 讎9 

付けるのか定番だったのだか…。 



B 碗の麯を中心に逆詩* t 回りに 90 S 回転0右 R 7アーム中央の麯を中心に90度引き倒した状應〇 B さらにアーム中央の_を中心に逆特* t 回りに 5シールドの鰌を中心に百りに 90 «Hfc 
固定用アームのビンを右 R の軸穴に通せば完全 90 KBRo 右 UBS 用アームも BttU 右 UBS 用アームも B 樣に〇 

変形のできあかり/ 


以上、楼 II 終了。投定とおりのスライト 機構では ないものの、『シールトを外さない変形』 は髡寧 にク 
リアされている。もっとも、シールトを外して付け B えたほうか早いしラクなのたけれと…(笑)〇 


挪ワ: / Tit イントアドバイス〇 

ほとんと g もなく変形させられる PGZ だが、ウインクを 
回り込ませるときにはちょっとしたコツかわかっていると 
なお_单《ウインクを ■! 体下面にまわした段階で、アーム 
を軽く（完全にではない)折りたたんでおくだけ。このあと、 
婉を固定してアームを（今度は完全に）折りたためは OK 。 


PGZ では«篇か左右に振れるよラになっている。 
これにより、これまでのキットでは難しかった * い 
統を脇に抱えるボースかより自然に再現できるよう 
になったわけだ0明節部を込めばより珥麯範囲 
を広げることも可 li (ただし保持力は81まるかも)。 


ウイングのスカスカ藤想!^/ 

ウインクは三腫構進になっており、 WR 時にはそれか展調されるわけたが、 その讎 
MG までの Z カンタムではウインクにスキマのできる部分かあつた。 PG では それ 
がぼほ解消されているそ/ 
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監修 • a 力/八ンタイホビー事業部^サンライズ 

印期 • 製作/サンコーマークエ業株式会社 


1/60スケール 

パー フエ クトグレード MSZ -006 ゼータガンダムメカニックシール 


エアクラフトのテイストを持つゼータ 
は、デイテールの入れがいのあるキッ 
卜だ。そこで、今回は付属シールを補 
完する形でのメカニックシールが付録 
だ。基本的に付属シールはサイズが大 
きめのものが多いので、控えめなデイ 
テール用として小さめなものを用慂し 
た。もちろん、 PG ゼータ以外にも使 
用可能な;71用シールもあるので、色々 
と試してみて欲しい0 


このシールは パー フエクトクレード、マスタ 
ーグレート等に付属しているものと同品質の 
もので 、とても薄いのが特畏〇カツトライン 
は入れてし奶で、必要な部分だけ切り出 
して使おう0曲線等は懊重に切0出すように 
注意。また、貼る際もビンセツト、綿棒等を 
組み合わせて、懷重に行お 


c 綱通エーシヱンシー，サンライズ 42 
































もちろん PGZ に持たせることかできる/ 


用意す るもの 

デザインナイフ（よく切れる刃を付けておこ 5) 定規 
カッティングマツト、または厚紙工作用のり 


このペーバークラフトを製作するとき、まずページの下 
にカッティングマットか厚紙をしいて、ページを切り離 
してから作業するとやりやすい。また、カッティングマ 
ットの代わりに厚紙を使う場合には、力を入れ過ぎて厚 
紙の下まで切らないように注懣しよ5。 


基本的には、部 S 番号順にパーツを切り取0、のりしろ 
番号を合わせるように貼っていけば出来あがります。 


PERFECT GRADE 

1/60 scale 

HYPER MEGA LAUNCHER 
PAPER CRAFT 

テサイン/すみよしあゆみ 

監修•協力/パンダイホヒー事業部、サンライス 


PG ゼータガンダム専用八イパー 


1/60スケール 
メガ•ランチヤーペーパークラフト 


まさにパー フエ クトな出来である PG ゼータガ 
ンダムの唯一と言ってもいい欠点。それは八イ 
パー • メガ • ランチャーが付属しない点だ。し 
かし、もし付属してもあのサイズでは果たして 
ゼータが支えることができるのか疑問だろ3。 
そこで/今回の付録は、好評べ ー パークラフ 
卜第三弾として〗/60八イパーメガランチャーキ 
ツトをセツトした//少々巨大（全長50センチ 
弱）だが、 PGZ に持たせることもできるので、 
作ってみよう0 
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7月号付録 

1 / 60 八イパーメガランチヤーペーバークラフト ◎創通エージェンシー • サンライズ 


組立てについて 

一山折り 
-谷折り 

—糊しろ 













































































































































































































































特集:機動戦士 Z ガンダム Z ガンダム大集合/ 


r 機動戦士ガンダム」の嫌編として番組終了時からおよそ7年の 艨 月が経週 
した時代に舞台を移して始まった「檐 動 載士 z ガンダム Jo その番組後半におい 
て主人公、カミーユ • ビダンの乗機として登場したのが MSZ -006 : Z ガンダム 
である。その銳角的なデザインや WR (ウェイブライダー)への可変システム 
は、発表当初賛否両論を巻き起こしたが、今では RX -78 に思るとも劣らない人 
気を溥してし洛〇その人気は A —フェクトグレードシリーズの 最新 作として Z ガ 
ンダムか選ばれたことからも明らかだろう。そこで今回の特集はパーフェクト 
グレード Z ガンダム発売記念第2薄として、屉代 Z ガンダムのキットを一挙に 
レビューしてお届けする0もちろん、これまでにキット化されたの後継機 
も製作を行っている。 



m 

MSZ-aaB Z£T/\ tBUt^KJAM 
arwtJ HYPEFt M^tS/K L AUl^dHEFl 
uattBhsd tnj TasHia Ivy^tst/ 


ン シー • サンライス 
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MSZ-006 Z GUNDAM 

BANDAI 1/60 scale plastic kit “Perfect Grade” MSZ-006 ZETA GUNDAM 
modeled by Toshio Iwata 







特集の巻頭を « るのは、先月】 8 日に発売され本 K 5 月号でもビク 
トリアル•ガイドをお届けしたパーフエクトグレード Z ガンダ 
ム。本来ならば先月号でレビューをお届けする予定だったのだが、 
雄パーツ数950余点を数えるキットであり、ストレート組みであっ 
ても相当の時两を要するものなだけに、完蠢なレビューを行う必 
要があると判断し、テストシヨットではなく製 S 版を待っての製 
作となった次第。担当モデラーは岩田トシオ。フレームそのもの 
もきちんと塗り上げたラえで、装甲についてはトリコロールを基 
本にを考慮に入れて明度を上げたカラーリングとした。 

摹峙 全身を明度の裹いカラーで塗装0これは単に r カッコイイから j とい5のでは 
なく、空気逮近(通くに見えるものは淡い色合いに見えるという瑪象)を取り入れ、 
よりスケール感(=実物■〇をアップさせるためのカラーリングである〇ただし、ツ 
ヤ涓 しで あるため、珥齡部や変形部に•がつきやすいのか動 5*^ 


MSZ-006 Z ガンダム 

バンタイ1\60スケ—ルプラスチソト /? lr^x クレ—ド • 

MSZ - 006 ゼ—タ ガンダム 

•文： 岩田ト シオ 

51 ジャス 

ゥワサ のス— パ— キット、 PG ゼ—夕が発 
売されて約 I 力月。もう完成された人も多い 
ことで しょう。 今回はひとれのキ ットレ 
ビユ—ですが、「すべての パ—ッに塗装を 行 
う」 というテ—マで 製作を 行いましたので、 
少しでも皆さんの##になれば、と思います 
(受注時に、「変形させると 塗装か ボロボロに 
ならない？」つて聞いたら、 HS に「どこま 
でポロポロになる か、 実験^!になるっス」と 
言われました。トホホ…)。 

■8 M 立5大靈〜 

今回の製作に あたって、 以下の ことに 注意 
して 作業を 行いました。 

•フレ—厶部はパ—ツにストレスをかけない 
ょう、 ネジをはずした状態で塗装を行う C 
•スミ入れはエナメルシンナ—を使用せ ず、 
油絵のペトロ—ルを使用。 

•塗膜を少しでも！^する ため、 サ— フェイ 
サ—を使用せ ず、 ブラ成形色を利®"そのた 
め、ヒケや f 目 処理にはパテ ず、 
瞬着を 使用： 


手首の シ リンダ— w A ⑪ 、⑫は 伸^かキツ 
ィので、一度引つこぬいてロッド部にベ—パ 
I を掛けるとよいで しよう。 

シ ヨルダ—スラスタ— は、 P ⑩の 穴から P 
⑫ 、⑬の f 目が 見えてしまうので、 P ⑩の 
ハメ込み部をカッ トして P 發⑬に 
¥目を仕-てから接着すると完成 
後の見苹 X .が違つ てきます。 

指は 軟質 樹脂のため、 パ— ティングラィン 
がなかなか消えてくれません 320 番 ぐらいの 
粗めのべ— パ— から掛けて、じつくリ仕上げ 
ましよう。指の付け根には信 0 Y 弾やトリモチ 
ランチヤ—などの発射口があるので、穴を 闋 
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會岩田さんの持 i 
コロールは、そ才 
ラー j であるそう 
ージカラーで あ？ 
それらを靡■し7 


<るに 麵 
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畲播の基部には t バイスで穴を開け、トリモチラ：：ヤー 
や信号»の»出 [ モールデイング。 







けておくとよい感じです。 


ヒザ閲節にはギミックが華しているので、 
注意して組み立てます。 特に、 R@r ④の継 
ぎ目消しを行う場今§が流れ込んでしま 
うと、 u («9; が スライドしなくなる ので注意 0 
M ⑥はハメ込んでしまう と 抜け なくなつてし 
まうので塗装派の人は気をつけましよう。 


個人的な意見です が、 今回の頭部バーッの 
美しさは§に値すると思います。フ H イス 
パ—ッ^:⑪ は、 マスク部(逆 V 字の部分)の別 
パ—ツ成卷出すため、カッタ—で周りを削り 
込みます。アゴは、面取りのライン分アゴ下 
をカット。アンテナの厚みは、このスケ—ル 
だと小スケ—ルとは逆に説得力があります 
ね。先端にのみヤスリを当てて銳角にしてい 
ます。 WA ⑬は、カメラアイ部をクリア—で 
筆塗りするとキラッと光つていい感じ。一応 
パ—ツ裏からクリアーグリ—ンを吹きました。 

墨アイ 

多数のジョイントとシリンダ—で構成され 
たこのブロックは、塗装派の人も|度部品を 
組み^: て、 作勢 キミ ックを確認してからバ 
ラして塗装するとよいでし よう。 F @ はハメ 
込むと抜けなくなるので注意。 

リアア—マーは設定通りだと！^目を消さ 
なければなりません が、 今回はあえて^ 〇 目 
を残してレ—厶色で塗装してみまし 
た。 リアア—マ—には推進器が5基もあるの 
で、 このほうがそれっぼく見えると^っので 
すが。各パ—ッも塗装後に組み込めて' 作業 
もラクになります。 

零の他 

ダイキヤスト製のランデイングギアは、キ 
レイなメッキがしてあるのでそのまま未塗装 
でしてもよいで しょう。 ブラパ—ツの 

引っ掛かって組み込めないときは'ダイ 
キヤストのバリを削つておいてからブラパ— 
ツのフックを削つて wp 、 f 象 ましよう。 
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MSZ-006 Z GUNDAM 

BANDA11/60 scale plastic kit “Perfect Grade” MSZ-006 ZETA GUNDAM 
modeled by Toshio Iwata 




■テー^スタビラ vih - 

G rlft バ—ツはハメ込みガイドを削つてしま 
い、 後ハメ式にすると塗装かラクです。 

110 イング 

塗装派の人は今回の製作で I 番大変な部 
分。 ウイングカバ—の f 目消しがあるので、 
どう進めるか悩む ところ。 私は以下の方法で 
製作し ました ❶ 

まず、 説明窨の手順 f に、—〜 C 8; まで仮 
組みし' 点灯テストまで行いますその後一 
度パ—ツを ばらし、 仮組みしたすべてのパ— 
ツのゲ I 卜、 パーテイングラインを処理。ウ 
イング小の継ぎ目も消しておき ましよう (I 
ル、⑦のバ—ツにも！^目はあるが、ここは 
装甲ラインとして処理)。 

そして、 すべてのパ—ツの塗装を行いパ| 
ツを組み上け たら、 ウイングカバ IL ② 、④ 
と L rr :. / ③の継ぎ目処理を行つ てから、 再度 
ウイング カバー をて仕^ t 。 I ④、⑦ 
の^^目にさえ目をつぶれば、このようにウ 
イングカバ—以外のバ—ツは i 後に組める 
ので、作^かかなりラクになるはずです。 

赤い パ— ツ丄 3 、@ほ、ダボをカツ トして 
眷目を消してから後ハメ ましよ、ス 

■シ丄ド •ライ 

さあ、あと 少し◊ここまで きて、 ミスの な 
いよう ガンバ ロウ。 

シ—ルドの電気接点はウイングのジョイン 
卜部もきちんと確認しておきます 
ライフルは作動部が多いので、接#!^使 
用する場合、流れ込まないように： >3 E 意しまし 
よう， クリア I パ I ツはハメ込み部を削つて 
後ハメできるようにしてからクリア—グリ— 
ンで塗装しました 0 

さあ'完成だ/•(でも塗装するときにまたパ 
ラすんだよね〜。) 

■塗装も 大変だ^^ 

Ms としてのリアルな 存在感を究極まで突 
き 詰めた このキット、 個る塗装でさらな 
るリアル f 演出してやりたいものです。 




疇 ガンダム以除のパ—フ H クトグレ—ドシリ— X に共9の、 M かなモ—ルドが tt 
された内部フレ—ムもすベて BS 。ただし、5月号の勝又さんの作供とは異な〇, 
各モ—ルドをそれぞれ雄装してゆ<のではなく、ブロック单位で色合いを変化さ 
せる方式を採用。ぁぇて金ゃ銀、1|«色とぃった*金||色，は多用せず、明るめ 
のグレ—を基調とすることで、各部のモ—ルドを K 立たせるよう C した0 




_ f □ックの*!0分けバタ—ン❶2〜3色程度の110分 
けなのだが J つま<配色が考えられているラえ、本体 S 甲 
と色味をあわせてあるので、自然な B じに仕上がつてい 
る0 

_4難1 
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WR 形態についてはこれまで幾度となく紹介してきたが、作例の明度を上げ 
たカラーリングによってかなり落ち着いた雰囲気に仕上がっている。実機と 
みまがラ…とい5のは言いすぎだが、岩田さんの目篇みどおりスケール感は 
アップしているといえるだろう。しかし、恐れていたように、一度の変形で 
エッジ部分の塗應はかなり剝がれてしまった…。 






ザ/ 


私はトリコロ —ルカラ—は「ガンダム」と 
いぅ Ms ゆえの特殊性からくるデモンストレ 
I ションカラ—だと考えます。戦場でも目立 
つこのカラー は、 味方には心強く、敵には恐 
怖の対象となったでしよぅ。 

白は正にガンダムのイメ—ジ カラ—。 今回 
は、 メインの組み合わせと靑とのバランスで、 
寒色系で塗^明灰白色(三菱系)から白に立 
ち^:ました。 靑は AE のコーポ レ— トカラ 
I 。以前 DHM で作った AE の MS 、 GPol や 
Hi — レと同じ靑で塗考センチネルで定番 
となった靑がちよっと不満で、自分なりに考 
えた 青で実は Rx, 78 のイメ—ジで作った色 
でもあります)評^かよければいずれレシビ 
を紹介したいと思います。 

白と靑が イメ—ジカラ— なら、 黄と赤は コ 
I シ ョンカ ラ I ，なに かの本で山下い くと 氏 
が、 「エヴァの 黄、紫、 赤は警戒色 だ」 と言っ 
てましたが、 それと同じ(ちなみに WR で大気 
圏に再突入す る際、 一番温度の上がる部分に 
赤がくるのは 偶^-)。 赤はシャインレッド+ 
白。 黄色はアニメ設定では、アンテナなどの 
部分とスラスタ—の部分では色が^つのでこ 
だ わってみるのもいいでしよう"黄色のワン 


ボイントの部分には特殊な発光剤が塗装さ 
れていると考え、自作の蛍光オレンジ他は 
黄橙色(私は、ワンホイント部は機体灯だと 
思っていたので すが、 PG でもただのモ—ル 
ドだったのでちよっと残念)ちなみに、各色 
ともかなり明度を上げているのは、スケ—ル 
感を演出するためです。 

フレー厶 は、 明るめの色を塗ることによつ 
て、 細かい塗り分けをしないでも、モ I ルド 
を引き立てることができます， また、ミツ ド 
ナイ トブル—の部分と差別化をはかる意味 
も あり、 明るいグレ—には軍艦色 (2) を使用 
してあります。 

ここまで塗つておきながら、実はフレー厶 
の^!#3あまりオススメできません。装甲着 
脱時に色は 到 かれる し、 指な ど、 塗料が流れ 
るととても折れやすくなる部分もあります。 
もちろん、塗装すれば今回の作例のよぅに大 
きな効果はありますので、みなさんもよく考 
えたぅえでチヤレンジしてみて下さい。 

デカ—ルは市販の コ—シ ヨンデカー ルと、 
MGZ のガンダムデカ—ルを 使用。 現用機で 
使用されている意味のわかる物はなるべく 
使用せず' コ！ シヨン文多用して います。 

完成 後、 変形させる と ^か^:る剌 ける。 
MM で一部お§しい点はお許し 下さい。 H 
cz /これで满足か!?: -' 

< HU は勝又 ttc かハイハ！ メガこフンチヤ 
—を製作しているそうなので、とても楽しみ 
にしています"それでは また。 


■PROFILE 

いわた•としお…なんと//ダ—ス•モ—ルのライトセ 
イバーの撮影5ロップ(しかも up 用アルミ8 ) を 
入手。武器商人はプロップコレクタ—でもあるオ| 
バ—ダ—ド佐藤氏。ど^ 4 P ありかとうございました。 
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HYPER MEGA LAUNCHER (for Perfect Grade MSZ^X)6) 
1/60 scale scratch build 
built by Takayuki Katsumata 





\ 左右のグリップカバー (7) は左を 
ブラ板メイン、右をパテメインで* 
作。これは、とんな方法でも製作かで 
きるということの»明。 


岩田トシオの PG ゼータにあわせて〗/60スケールでの八イパー • メガ • ランチャーを製作 
したのは、先月号のビクトリアルガイドで PG ゼータを製作した務又黃之0 TV の投定版 
ではなくマスターグレード版ゼータ以降にリファインされたデザインでの製作である。基 
本的にはマスターグレードのキットからのスケールアップだが、そのままでは味気ないと 
いうことで、オリジナルのディテールを派手になりすぎないよう追加。豌を固定すること 
で、両手で構えられるようになっている。また、作例の PG ゼータとの色味を合わせるこ 
とにも気を使ったそ5だ。 

* 全裏30センチを超える PG ゼータの〗 .5® ほどの全長となる八イパー•メガ•ランチャー。ブラ板 
工作をメインとしたため、手で握って支えることが再能0また、设定にある伸雄_も再現し 、 WR 
時のスタンドにもで ft るよ5にした(ただし、固定式ではなく業せているだけなので不安定)〇 




p G ゼ—夕 用 八イパ I •メガ.ランチャ— 

1\60スケ—ルスクラッチビルド 

製作•文：勝又 It 之 

みなさんこんにちは"12回目の登場の勝又です今月 
のネタは自ら志 Up て、残老がら： & MP なかった PG 
ゼ—夕用のハイバー•メガ•ランチヤ—を作ってみまし 
_ デザインは TV 版では なく、 マスタ—グレ—ドで リ 
ファインされ たものを採用•単純に こっち の方が カッコ 
イイでしょ？ 

それと、^® は岩田氏との共 JT *〇8の前に岩田氏の 
PG . Z を拝見させて もらっ たのです が、 その出§又に 
プレッシャ— を^ &な がらの ことなりました‘ 

■製作 

まず MG ゼ—夕のハイパ— •メガ•ランチャ—の寸法 
を 計り、—/ 60スケ—ルのサイズに S き搀又て方眼紙に 
Hw ； 込みます•この^*で f と組み-たときに 
ズレてしまい、後々§なことになるので憤重に行いま 
しょぅ，その方眼班をコビ—し、部分的に切り取ったも 
のをブラ板に貼り$21：たら、それを切り出して仮組みを 
します。 i みでなければ各々パーツごとに i 
していくのですが、この際必ずやっておきたいのが、各 
コ—ナ I へのフラ角棒でのちです-これによって、 
ASM に90度で接 IT エッジ出しのときに削り 
込める、などのメリットがあります 
銃口はタミヤ製エアブラシのお尻の部分を複て 0.3 
ミリフラ板を貼って_•グリップと本体$のセンサ 
I 部?.)はブラ板* BT ちなみに HS 氏から持 
てるよぅにするッス 」 と！！れたのです が、 そのままの 
デザインではサイドグリップをしっかリ保持できませ 
ん。そこで苦肉の策としてサイドグリップの1を収納 
できるギリギリまで後ろに持っていきましたこれで何 
とか提ることがです。 

營の収華 ミックは、 寶—ツに3 ミリ ブラ棒(銃 P 

ハ—ツに固定) を、 璋バ—ツに5ミリブラパイブを仕込ん 
ンデイング•ギアは友人の長谷川君か3ミリ 
f ブラ 索材 にて抜 P 一つたお 
ブライダ—を乗せることができましたあリ 


下地に黑色(2)、本体は白- f 黑少置で 
ルは PG ゼ—夕に¢111のシ—ルとウ H — ブの 


でま 
シン 

陰で 

がと 

■什 

途 
す 
X デ 

■PROFILE 

かつまた•たかゆき…最近友人の H で、 摸型技術が离 
いと■ノッボさん/初_なミスをすると•ゴンタ 
君•と呼び合うのが流行つている。僕?僕はノッボ 
とゴンタを行つたり来た〇…。 
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